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2022（令和４）年の大阪経済 
 

要 約 
（大阪経済は一進一退ながら持ち直し基調が続

く） 

 2022 年の大阪経済は、行動制限の解除などによ

る社会経済活動の再開により、消費が緩やかな上

昇傾向で推移し、外需が増加したほか、設備投資

が前年並の水準で推移した。生産は、持ち直しが

続いていたが、年後半に失速した。雇用は、就業

者数の増加や完全失業率の改善など持ち直しの

動きで推移した。企業活動は緩やかな持ち直しが

続いたが、製造業よりも非製造業で改善傾向が顕

著にみられた。 

（個人消費は緩やかに持ち直した） 

個人消費は、3 月にまん延防止等重点措置が解

除され社会経済活動の正常化が進んだことで緩

やかに持ち直した。大阪府の大型小売店販売額は

前年比 9.9％増となり、百貨店は同 21.8％増とな

ったがスーパーは 0.0％と前年並みだった。コン

ビニエンスストア、家電大型専門店及びドラッグ

ストアの販売額は年間を通じて前年比で増加し

た。乗用車新車販売台数は、半導体不足の影響が

続いたが、年後半にかけて回復基調で推移した。

勤労者の収入は、賃上げ、夏季及び年末の一時金

のいずれも回復基調で好転の兆しがみられた。 

（住宅投資は持ち直しの動きが続いた） 

新着住宅着工戸数は前年比 0.9％増となり、前

年に引き続き緩やかに持ち直した。分譲マンショ

ンは、堅調な需要に支えられ、供給戸数が 2年連

続で増加し1㎡当たりの分譲価格も上昇傾向であ

ったが、大幅な供給減となった地域もあった。 

（民間設備投資は持ち直し） 

大企業の民間設備投資は、反動増がみられた

2021 年に引き続いて回復傾向であった。府内中小

企業を中心とする設備投資計画は、持ち直し傾向

にあった一方、国内市場の先行き不安を主な理由

に、設備投資に消極的な企業もみられた。 

（輸出入額は、過去最高額を更新） 

近畿圏･全国の輸出入額は、世界経済の回復傾

向、円安の進展、原油等の資源価格の高騰により

2 年連続で増加し過去最高額を更新した。輸入は

主要地域すべてでプラス寄与となり、中国を除く

アジアやアメリカ向けの寄与が大きかった。輸入

も主要地域すべてでプラス寄与となり、中国を除

くアジアや中東からの寄与が大きかった。 

（観光需要は社会経済活動の再開で回復基調へ） 

国内外からの観光需要は、3 月にまん延防止等

重点措置の適用が解除されて社会経済活動が再

開し始めたのに加え、全国旅行支援や水際対策の

大幅緩和といった行動制限緩和策、急激な円安が

追い風となり、秋以降、回復基調に転じた。 

（生産活動は、2年ぶりの低下） 

生産指数は、年前半は経済活動の再開により上

昇したが、年後半は半導体不足、世界経済の減速

懸念、中国のゼロコロナ政策による輸出の減退な

どの影響で低下した。出荷指数が一進一退で推移

し、在庫指数は昨年以来上昇基調で推移した。業

種別では、化学工業、電気・情報通信機械工業な

どの各業種の変動が全体に大きな影響を与えた。 

（雇用は持ち直しの動き） 

完全失業率は、7～9 月期と 10～12 月期に連続

して改善し、新型コロナウイルス感染症拡大前の

水準に戻った。有効求人倍率は、年間を通して上

昇基調で推移したが、7～9月期以降、全国を下回

って推移した。 

（消費者物価は急上昇、国内企業物価は大幅上昇） 

消費者物価は、前年比で大幅に上昇し、年末に

かけて上昇率が急拡大した。ウクライナ情勢の影

響による供給不安の高まりなどを背景に、資源価

格や食料価格が大幅に上昇し、コスト転嫁が進ん

だためである。国内企業物価は、エネルギー価格

の高騰を転嫁する動きや、原材料などのコスト上

昇を背景に前年比で大幅に上昇した。輸出・輸入

物価ともに大幅に上昇した。 

（企業倒産件数は微減、負債総額は増加） 

大阪府内の企業倒産件数は微減したが、負債総

額は前年を上回り、負債額 10 億円以上の大型倒

産の件数は前年と同数となった。 

（企業の業況は緩やかな改善基調へ） 

大阪府内企業の業況判断は、新型コロナウイル

ス感染症の影響が落ち着き、緩やかな改善基調と

なった 2021 年を経て、2022 年には足踏みと改善

を繰り返す横ばい基調となった。業種別では非製

造業が漸増傾向を、企業規模別では大企業が勢い

の強さをみせた一方で、製造業や中小企業が弱含

みの動きを続けたことにより、全体における横ば

い基調を余儀なくされた。 

（中小企業の業況は、緩やかな回復基調で推移） 

中小企業の業況は、1～3月期に低下、4～6月期

に上昇、7～9月期以降は低下という一進一退の動

きながら総じて持ち直して推移した。製造業より

も非製造業で改善傾向がみられたが、全体では、

「原材料価格の上昇」や「材料価格の上昇」が大

きな課題となり、「需要の停滞」も課題となった。 
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大阪経済は、一進一退ながら持ち直し基調が続く 

2022 年の大阪経済は、緩やかながら持ち直しの動きが続いた。新型コロナウイルス感染症の流行に伴う

行動制限の解除などにより社会経済活動が再開したことにより、需要面では、消費が緩やかな上昇傾向で

推移し、外需が増加したほか、設備投資が前年並の水準で推移した。生産は、持ち直しが続いていたが、

年後半に失速した。雇用は、就業者数の増加や完全失業率の改善など持ち直しの動きで推移した。企業活

動は緩やかな持ち直しが続いたが、製造業よりも非製造業で改善が顕著となるなどの違いもみられた。 

 

1．実質経済成長率は一進一退ながら持ち直し基調が続く 

わが国経済の実質経済成長率（前期比、年率換算）

は、2021年10～12月期は1.1％のプラス成長であった

が、2022年1～3月期には0.5％減、4～6月期に1.2％

増、7～9月期に0.3％減、10～12月期に0.0％と一進

一退で推移した（図表1－1）。 

支出項目別増加寄与度による成長率の推移をみる

と、最も大きな構成比を占める「民間最終消費支出」

は1～3月期は0.5ポイント減であったが、4～6月期

以降は、0.9ポイント増、0.0ポイント、0.2ポイント

増とプラスの成長に寄与した。他方、「民間在庫変動」

や「輸入」がマイナスに寄与した。 

年間でみると、2022 年の実質経済成長率は、2021

年の2.1％増を下回るものの対前年比1.0％増となり、

暦年では弱い動きながら持ち直した。寄与度では、「民

間最終消費支出」が 1.1 ポイント増であったことや、

「輸出」が0.9ポイント増であったことがプラスの成

長に寄与した。他方、景気の持ち直しに伴って「輸入」

が増えたことで寄与度が1.5ポイント減となり、経済

成長にマイナスに寄与した。 

 

図表1－1 実質経済成長率と寄与度（全国） 
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資料：内閣府「国民経済計算」。 

（注）季節調整済実質値の前期比年率換算（前年比）成長率と寄与度。公的需要は、政府最終消費支出、公的固定資本形成、公的在

庫品増加の合計。 

内閣府は、第16循環の景気の山を2018年10月に、

景気の谷を2020年 5月に確定している（2022年7月

19 日）。全国の景気動向指数の累積ＤＩ（ディフュー

ジョン・インデックス/景気局面や景気転換点の循環を

把握）の一致指数は、2020年6月を底に持ち直しの基

調で推移したが、2022 年 10 月以降は足踏みの状態と

なった（図表 1－2）。また、ＣＩ（コンポジット・イ

ンデックス/景気変動の大きさやテンポを測定）は、緊

急事態宣言が出された2020年5月を底に上昇傾向に転

じ、2022年は緩やかな持ち直しの動きで推移した。 

2．大阪府の景気は持ち直したが、秋以降は一服 

大阪府は、景気の山を 2019 年 6 月に、景気の谷を

2020年5月に暫定設定している（2023年4月）。大阪

府の累積ＤＩは、2020年7月を底に持ち直しの基調で

推移した（図表1-2）。しかし、2022年11月と12月は

前月から低下しており、全国と同様に秋以降は持ち直

しの傾向が一服した。また、大阪府のＣＩは、2020年

5月を底に持ち直しの基調で推移してきたが、2022年

9 月以降は前月から低下して推移し、やや弱い動きと

なった。 

第1章 大阪経済は、緩やかな持ち直し基調が続く 
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図表1－2 景気動向指数（一致指数）の推移 
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資料：大阪府は大阪産業経済リサーチセンターが作成、全国は内閣府が作成。 

(注) 景気動向指数(ＣＩ、ＤＩ)は、消費、投資、生産、雇用などの景気に敏感に反応する指標の動きを統合した景気指標である。 

ＤＩ(ディフュージョン・インデックス)は、景気局面の判断や景気転換点の判定に用いられる。 

ＤＩ＝｛（拡張系列数＋保合い系列数×0.5）／（採用系列数）｝×100 

累積ＤＩt＝累積ＤＩt-1＋(ＤＩt－50)  大阪府の累積ＤＩには2000を加えている。 

ＣＩ(コンポジット・インデックス)は、景気変動の大きさやテンポを測定するものである。ＣＩは、基準時点の2015年を100

とした相対的な水準を示す。 

 

3．需要は一部に弱い動きがみられるものの、総

じて緩やかに持ち直して推移 

大阪の消費（支出の動向）を、内閣府の「地域

別支出総合指数」からみると、2022 年の 1月と 2

月は前年末の水準から低下して推移したが、3 月

以降は総じて緩やかな上昇傾向で推移した（図表

1-3）。 

上記の指数のうち、住宅投資は、2021 年が前年

の減少からの反動増となったが、2022 年は減少し

た。民間設備投資も、2021 年が前年の減少からの

反動増となったが、2022 年の 2月以降は前年を下

回って推移した。 

また、府内企業の設備投資計画の推移を「大阪

府景気観測調査」からみると、2022 年度は前年と

概ね同じ傾向で推移し、「増加」は 15.0％と前年

比 0.7 ポイント低下し、「減少」は 11.5％と前年

比 1.4 ポイント低下した。設備投資が「なし」の

割合は、コロナ禍後の 2020 年度以降は 40％を超

える高止まりで推移しておりコロナ禍前の水準

には戻っておらず前年並みの水準で推移した。 

公共投資（大阪府内の公共工事請負金額）は、

前年比で増加した（25頁参照）。 
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図表 1－3 消費総合指数の推移 
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資料：内閣府「地域別支出総合指数（ＲＤＥＩ）」 

 (注) 地域別支出総合指数は、域内支出の動向を迅速かつ総合的に把握するための指標として算出されたもので、消費総

合指数は、2012 年＝100 とした相対的な水準を示す。季節調整値。 
 

図表 1－4 大阪府内企業の設備投資計画の前年度実績比 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」 

（注）各 10～12 月期における当該年度の設備投資計画の前年度実績比。 

 

 

外需について、近畿の輸出額は、2020 年 5月を

底に持ち直しに転じ、2022 年は２年連続で増加し、

過去最高額となった。各月の対前年同月比は、世

界経済の回復傾向や円高から円安への移行、価格

高騰などを背景にして、2021 年の増加率を下回る

ものの、すべての月が対前年同月比プラスで推移

する増加基調となった（図表 1－5）。 
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図表 1－5 輸出額増加率の推移（近畿、全国） 
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資料：大阪税関「貿易統計」、日本銀行「主要時系列統計」 

(注) 輸出額は前年同月比。2021 年以前は確定値、2022 年は確報値による。対ドル為替レートは、東京インターバンク

相場、ドル・円、スポット、中心相場/月中平均。 

 

図表 1－6 生産指数の推移 
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資料：大阪府「製造工業指数」、経済産業省「鉱工業指数」。 

（注）季節調整済指数。2015 年基準。 

4．生産は、年後半に失速 

 全国の鉱工業生産指数は、2020 年 4～6 月期を

底に緩やかな上昇基調で推移してきたが、2022 年

は年間を通じて上昇と下降を繰り返す一進一退

の動きで推移した（図表 1-6）。 

大阪府の製造工業生産指数についても、2020 年

4～6 月期を底に上昇が続いていたが、2021 年 7

～9 月期に低下に転じた後は弱い動きで推移し、

10～12 月期はさらに低下した。 

5．雇用は持ち直しの動きで推移 

府内雇用動向は、持ち直しの動きで推移した。 

就業者数は、全国では、2020 年 4～6月期以降、

前年同四半期の水準を上回って推移し、大阪府で

は、2022 年 1～3 月期と 4～6月期は前年同四半期

の水準を下回ったものの、7～9月期以降は前年同

四半期の水準を上回って推移した。 

完全失業率は、全国、大阪府とも 2020 年にやや

上昇したが、2021 年の後半以降は改善傾向で推移

した（図表 1-7）。 
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図表 1－7 完全失業率と就業者数対前年増加率の推移 
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資料：総務省「労働力調査」。 

（注）原数値。大阪府はモデル推計値。 

 

6．企業活動は緩やかな持ち直しが続くが、製造

業よりも非製造業で改善傾向 

 日銀短観の業況判断ＤＩは、全国、近畿地区と

もに 2020 年 6 月期を底に緩やかな持ち直しの動

きで推移した（図表 1-8）。また、全国、近畿地区

とも、2021 年 12 月期に業況が「良い」企業の割

合が「悪い」企業の割合を上回って以降、2022 年

はプラスの水準で推移した。 

 近畿地区の 12 月期の業況判断ＤＩを業種別に

みると、製造業全体では「良い」と「悪い」が拮

抗するなか、素材業種が加工業種の水準をやや上

回った（図表 1－9）。素材業種では、「鉄鋼」「非

鉄金属」「化学」「石油･石炭製品」がプラスの水

準である一方、「窯業･土石製品」「木材･木製品」

「紙･パルプ」「繊維」といった生活関連の業種は

業況が「悪い」企業割合の方が高かった。加工業

種では、「はん用･生産用･業務用機械」「電気機械」

「金属製品」がプラスの水準である一方、生活関

連の「食料品」と半導体不足の影響がみられる「輸

送用機械」はマイナスの水準であった。 

 非製造業は、「宿泊･飲食サービス」「小売」「電

気･ガス」を除く業種がプラスの水準で推移した。

プラスの水準が大きいのは、「物品賃貸」、「対個

人サービス」、「情報通信」、「対事業所サービス」

であった。 

2022 年の企業活動は、緩やかな持ち直しの動き

で推移したが、製造業よりも非製造業で改善傾向

が顕著にみられた。 

 

図表 1－8 業況判断ＤＩ（全産業）の推移 
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資料：日本銀行大阪支店「全国企業短期経済観測調査」。 
（注）業況判断 DI＝「良い」企業割合－「悪い」企業割合。
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図表 1－9 業況判断ＤＩ（2022 年 12 月、近畿地区） 
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資料：日本銀行大阪支店「全国企業短期経済観測調査（近畿地区）」。 
（注）業況判断 DI＝「良い」企業割合－「悪い」企業割合。 
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1．個人消費は緩やかに持ち直している 

2022年の個人消費は、社会経済活動の正常化が進み、緩やかに持ち直している。 

大阪府における2022年の大型小売店販売額は、前年比9.9％増であった。百貨店では同21.8％増であった

ものの、スーパーは 0.0％と前年並みとなった。コンビニエンスストアは、国の観光支援策の開始に伴う外

出機会の増加により大きく伸長した。家電大型専門店及びドラッグストアの販売額も年間を通じ、前年比で

増加した。乗用車新車販売台数については、半導体不足の影響は依然として続いているものの年後半にかけ

て回復基調で推移した。 

勤労者の収入は、賃上げ、夏季一時金及び年末一時金のいずれも回復基調であり好転の兆しがみられた。 

 

 

（（大大型型小小売売店店のの販販売売はは増増加加））  

大阪府内大型小売店の2022 年の年間販売額（全

店ベース）は、前年比 9.9％の増加となった。全

国や近畿と比較すると、全国の 3.8％増と近畿の

5.9％増よりも増加率は大きかった。 

業態別にみると、百貨店は大阪府では 21.8％増

の大幅増となり、全国の 12.3％増、近畿の 17.3％

増を上回った。一方、スーパーでは、近畿と大阪

府が前年比 0.0％と横ばいであったのに対して、

全国は 1.0％増であった。 

商品別の年間販売額では、「家庭用電気機械器

具」を除くすべての商品が前年と比べ増加となっ

た（図表 2－1－1）。 

 

 

図表 2－1－1 大型小売店の商品別販売額の推移（大阪府、全店ベース：前年比） 
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資料：近畿経済産業局「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」。 

 

第2章 2022年の経済動向 

第1節 需要は一部に弱さがあるものの緩やかに持ち直している 
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大阪府における大型小売店（百貨店・スーパー）

販売額の四半期別の前年同期比をみると、2022 年

1～3 月期は 2.7％増と、前年 10～12 月期に続き

増加が続いた（図表 2－1－2）。4～6 月期は、前

年の休業や営業時間の短縮による反動に加え、新

型コロナウイルス感染者数の減少に伴う来店客

数の増加により 20.5％増と大幅に増加した。7～9

月期は、新型コロナウイルス感染者が増加したも

のの前年と異なり行動制限がなかったことで

9.4％増となった。10～12 月期も、8.3％増で推移

するなど、消費は前年に比べ回復傾向で推移した。 

回復基調は全国においても同様であるが、2021

年 10～12 月期以降から大阪府は全国を上回る増

加率で推移している。 

業態別にみると、百貨店は、営業日数や来店客

数の増加、高額商品の売上が好調といった好条件

が寄与し、前年同期と比較して大幅な増加がみら

れた。スーパーは、巣ごもり需要の鈍化により一

進一退の動きとなった。 

 

 

図表 2－1－2 大型小売店の業態別販売額の推移（大阪府、全国：全店ベース、前年同期比） 
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資料：近畿経済産業局「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」。 

（（ココンンビビニニエエンンスススストトアア販販売売はは持持ちち直直しし））  

大阪府の 2022 年のコンビニエンスストア販売

額は 8,893 億円であり、前年比 11.1％の増加とな

った。全国の販売額は 12.2 兆円で、前年比 3.8％

増であった。 

四半期別では、2021 年 4～６月期以降一貫して

前年同期を上回った（図表 2－1－3）。全国旅行支

援が開始された 10～12 月期の時期には増加幅が

一層大きくなった。 

全国、大阪府ともに、年間を通じて販売額は増

加傾向で推移し、全国と比較すると大阪府の増加

率は一貫して全国を上回った。 

（（家家電電販販売売はは持持ちち直直しし））  

大阪府の 2022 年の家電製品販売額は 4,738 億

円で、前年比 3.4％増となり、全国の増加率 0.5％

増を上回った。 

四半期別では、近畿と大阪府の動きは、概ね同

様であり、2021 年 7～９月期から全国を上回って

いる。2022 年 4～6 月期以降は大阪府が近畿を上

回る増加率となっている（図表 2－1－4）。 
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図表 2－1－3 コンビニエンスストア販売額の推移（大阪府、近畿、全国：全店ベース、前年同期比） 
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資料：経済産業省「商業動態統計」。 
（注）商業動態統計における「近畿」は、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山に福井を含んだ 2府 5県。 

 

 

 

図表 2－1－4 家電大型専門店販売額の推移（大阪府、近畿、全国：全店ベース、前年同期比） 

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12

2020 2021 2022

(％)

(月期)

(年)

大阪

全国

近畿

 
資料：経済産業省「商業動態統計」。 

(注) 商業動態統計における「近畿」は、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山に福井を含んだ 2府 5県。 
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（（ドドララッッググスストトアア販販売売はは堅堅調調にに推推移移））  

大阪府の 2022 年のドラッグストア販売額は

4,207 億円で、前年比 6.7％増となった。全国の

5.5％増を上回ったものの近畿の 7.0％増をやや

下回った。 

四半期別にみると、大阪府の販売額は 2021 年 4

～6 月期以降は増加基調で推移している（図表 2

－1－5）。 

 

（（ホホーームムセセンンタターーはは弱弱いい動動きき））  

大阪府の 2022 年のホームセンター販売額は

1,846 億円で、前年比 2.3％減となり、全国の減

少率 1.4％減と近畿の減少率 2.0％減よりも大き

な減少となった。 

四半期別では、全国や近畿と概ね同様の推移と

なったが、大阪府は、1～3月期は全国と近畿を上

回って推移したのに対して、4～6月期以降は一転

して下回って推移した（図表 2－1－6）。 

図表 2－1－5 ドラッグストア販売額の推移（大阪府、近畿、全国：全店ベース、前年同期比） 
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資料：経済産業省「商業動態統計」。 

（注）商業動態統計における「近畿」は、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山に福井を含んだ 2府 5県。 
 

 

表 2－1－6 ホームセンター販売額の推移（大阪府、近畿、全国：全店ベース、前年同期比） 
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資料：経済産業省「商業動態統計」。 

(注) 商業動態統計における「近畿」は、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山に福井を含んだ 2府 5県。 
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（（新新車車販販売売はは後後半半ににかかけけてて持持ちち直直ししのの兆兆しし）） 

2022 年の乗用車新車販売台数（普通乗用車＋小

型乗用車＋軽乗用車）は、半導体不足の影響を受

け、大阪府は前年比 8.8％減となった。全国は

6.2％減であった。 

四半期別では、1～3 月期は前年同期比 20.8％

減、4～6 月期は 16.0％減、7～9 月期は 1.4％減

と後半にかけて持ち直しの動きが見られるよう

になった。10～12 月期は 9.0％増と前年 4～6 月

期ぶりにプラスに転じた（図表 2－1－7）。 

車種別では、普通乗用車が前年比 8.5％減、小

型乗用車10.9％減、軽乗用車は7.1％減となった。

 

図表 2－1－7 乗用車新車販売台数の推移（大阪府、全国：前年同期比） 
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資料：(一社)日本自動車販売協会連合会「自動車登録統計情報」、(一社)全国軽自動車協会連合会調べ。 

(注) 棒グラフは内訳別寄与度 

（（大大阪阪のの現現金金給給与与総総額額のの増増加加はは年年末末にに鈍鈍化化））  

消費の増減に影響を与える要因である勤労者の収

入状況をみると、大阪府における常用労働者の 2022

年の月間現金給与総額（事業所規模30 人以上）は 38

万 3,871 円であり、前年比2.8％増（名目賃金指数で

比較）となった。 

前年同期比の増加率を四半期別でみると、1～3月期

は1.9％増、4～6月期は2.7％増、7～9月期は3.9％

増、10～12月期は2.7％増と、年間を通して前年比増

で推移した（図表2－1－9）。大阪府の増加率は、4～

6月期と7～9月期に全国を上回ったが、10～12月期に

は再び３四半期ぶりに全国を下回った。 

 

 

（（賃賃上上げげ率率・・一一時時金金ととももにに回回復復基基調調））  

府内労働組合の春闘妥結状況をみると、2022年は賃

上げ率2.00％、妥結額5,967円で、2021年の1.83％、

5,422 円と比べて、賃上げ率・妥結額ともに増加し、

賃上げ率は2020年と同水準となった（図表2－1－9）。 

夏季一時金についても、支給月数 2.32 か月、妥結

額70万 1,537 円となり、2021 年の 2.15 か月、64万

2,141円と比べて、支給月数、妥結額ともに増加した。

妥結額は3年ぶりに70万円台まで回復した。 

年末一時金については、支給月数 2.37 か月、妥結

額71万6,005円で、2021年の支給月数2.25か月、妥

結額68万3,763円と比べて、支給月数・妥結額ともに

増加した。夏季一時金同様に、妥結額は3年ぶりに70

万円台まで回復した。 
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図表2－1－8 常用労働者現金給与総額の推移（大阪府、全国：前年同期比） 
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資料：大阪府統計課、厚生労働省「毎月勤労統計調査」  

(注)1．調査産業計、事業所規模30人以上分。2020年＝100.  
2．名目賃金指数（大阪府は推計値）による前年同期比。 

 

図表 2－1－9 勤労者収入関連指標の推移（大阪府） 
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資料：大阪府労働環境課調べ。
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（（家家計計消消費費はは名名目目、、実実質質ととももにに増増加加））  

2022年における近畿地区の2人以上の世帯のう

ち勤労者世帯の消費支出は名目 8.5％増、実質

5.6％増となり、ともに前年より増加した。全国

は、名目 4.2％増、実質 1.2％増であったことか

ら近畿の消費は全国より堅調であった。 

近畿の実質消費支出を四半期別にみると、1～3

月期は前年同期比で 4.5％増であり、4～6 月期、

7～9月期は、それぞれ 12.4％増、5.8％増と前年

に比べて高い増加率となった（図表 2－1－10）。

10～12 月期は、0.3％減と４半期ぶりにマイナス

へ転じた。同時期に名目では 4.1％増であったが、

物価の上昇により実質ではマイナスとなった。 

 

図表 2－1－10 2 人以上の世帯のうち勤労者世帯の消費支出（近畿地区、全国：前年同期比） 
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資料：近畿経済産業局「近畿経済の動向」、総務省「家計調査」。 
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 品目別の動向について、新型コロナウイルス感

染症による影響が大きい品目をみると、外食は、

新型コロナウイルス感染者数が大幅に増加した

第６波（2021年 12月 17日から2022年 6月 24日）

の前半期である２月に減少した。しかし、その後

は感染者が増加しても行動制限がかかることが

なくなったため、年の後半にかけて伸長した（図

表 2－1－11）。被服及び履物については、第６波

及び第７波（2022 年 6月 25 日から 9月 26 日）の

時期には支出額が減少し、大型連休や国の全国旅

行支援の開始時期に増加するなど外出機会の増

減に応じて支出額が増減するというパターンを

繰り返したとみられる。年末にかけては、両支出

とも増加基調にあり、消費の持ち直しがみられた。 

 教養娯楽サービスについては、2020 年 5 月を底

に概ね持ち直し基調にある。また、交通について

も、緩やかに持ち直していることから社会経済活

動の正常化が進んだとみられる。 
 

図表 2－1－11 2 人以上の世帯のうち勤労者世帯の品目別消費支出（近畿地区、前年同月比） 
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 資料：総務省「家計調査」 
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2．住宅投資は持ち直しの動きが続いている 

大阪の住宅投資は、2021 年は新型コロナウイルス感染症の影響が弱まったことなどから持ち直しの動き

がみられたが、22年も新着住宅着工戸数は前年比0.9％増と、引き続き緩やかに持ち直している。2022年

の府内の分譲マンションは、堅調な需要に支えられ供給戸数は2年連続で増加し、1㎡当たりの分譲価格は

上昇傾向にあるが、地域別では大幅な供給減もみられるなど地域差が顕著となった。 

 

（新設住宅着工戸数は横ばい圏内で推移） 

大阪府の2022年の新設住宅着工戸数は6万9，614

戸で、前年比0.9％増とわずかであるが2年連続の

増加となった。四半期別では、1～3月期は前年同期

比2.2％減と4四半期ぶりにマイナスに転じ、以降、

4～6月期は同2.6％減、7～9月期は同1.6％減と悪

化基調となったが、年末の10～12月期には同10.7％

増と4四半期ぶりに増加し、持ち直しの動きをみせ

た（図表2－1－12）。 

一方、全国の2022年の新設住宅着工戸数は、前年

比0.4％増の85万9,529戸と2年連続の増加となっ

た。四半期別では、1～3月期は前年同期比4.9％増

と 4 四半期連続の増加となったが、その後は 4～6

月期同1.3％減、7～9月期同0.04％増、10～12月期

同1.6％減と年末までやや弱い動きとなった。 

また 2022 年の全国の新設住宅着工戸数に占める

大阪府の占有率は、8.1％と昨年から横ばいであった。 

2021年の住宅投資は、新型コロナウイルス感染症

拡大による負の影響が弱まったことや、テレワーク

などによる生活様式の変化が、個人の住宅取得意欲

を刺激したことで持ち直した。2022年は、工事費や

土地価格の上昇により一部で投資を手控える動きも

みられたが、低水準にある住宅ローン金利や「住宅

ローン減税」、「すまい給付金」、「贈与税非課税措置」

といった支援策の下支えもあり、住宅投資は前年に

引き続き、持ち直しの動きがみられた。 

 

図表2－1－12 新設住宅着工戸数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 資料：国土交通省「住宅着工統計」。 

 

（貸家は持ち直している） 

大阪府の 2022 年の利用関係別新設住宅着工戸数

では、貸家は前年比10.5％増と2年連続の増加とな

ったが、持家は同13.3％減と減少に転じ、分譲住宅

は同4.5％減と4年連続減少となった。 

四半期別で貸家は、1～3月期は前年同期比2.8％

増、4～6月期は同3.2％増と5四半期連続で増加し

た後、7～9月期は同3.5％減と減少に転じたが、年

末の 10～12 月期には同 45.8％増と大幅に増加し、

持ち直した。また持家は、1～3月期は同16.0％減と、

5 四半期ぶりに減少に転じ、それ以降もそれぞれ同

12.7％減、同12.7％減、同11.7％減と年末まで弱い

動きが続いた。一方、分譲住宅は1～3月期は前年同

期比1.4％減、4～6月期は同2.1％減と、2021年10

～12月から3四半期連続の減少となり、7～9月期は

同 3.4％増と一旦持ち直すも、10～12 月期は同

18.9％減と再び減少に転じた。（図表2－1－13）。 

貸家と分譲住宅は年途中までは横ばい圏内で推移

したが、年末に貸家は大きく増加する一方、分譲住

宅は大幅に減少と明暗が分かれる結果となった。な

お、持家は、1年を通して弱い動きとなった。
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図表2－1－13 利用関係別新設住宅着工戸数の推移（大阪府、前年同期比） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国土交通省「住宅着工統計」。 

 

（分譲マンションの供給は地域差が顕著に） 

長谷工総合研究所「ⅭＲＩ」をもとに主要分譲マン

ションの動向を詳しくみると、大阪府の2022年の新規

供給戸数（該当期間内に新たに発売された戸数）は

10,766戸（前年比3.3％増）と2年連続増加となった。

地域別では、大阪府全体の約3分の2を占める大阪市

地域が前年比9.8％増と2年連続して増加している（図

表2－1－14）。同様に、東大阪地域は、2013年以来と

なる1,000戸を上回り、同74.0％増と2年連続して大

幅増加となった。その一方で、北摂は21.9％減と2年

ぶりにマイナスに転じ、南大阪地域は同46.0％減と3

年連続減少となった。 

供給されている分譲マンションの１戸当たり平均

面積は57.21㎡（前年比4.6％減）で、3年ぶりに減少

した（図表 2－1－15）。同様に、近畿圏の平均面積は

59.89㎡（同1.3％減）で、こちらも3年ぶりに減少と

なった。また大阪府の1㎡当たり分譲価格は81.8万円

で、前年比3.2％増と10年連続で増加しており、近畿

圏でも77.4万円（前年比3.1％増）と、大阪府と同様

に10年連続で増加している。 

1 ㎡当たり分譲価格は高騰が続いているが、１戸当

たりの平均面積の縮小について「ＣＲＩ」は、大阪市

の分譲マンションにおいてワンルームマンションの供

給が増加したことが背景にあるとしている。 

 

図表2－1－14 分譲マンション新規供給戸数の推移（前年比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：（株）長谷工総合研究所『ＣＲＩ』。 

（注）地域区分は以下のとおり。        

北 摂：吹田市、豊中市、茨木市、高槻市、池田市、箕面市、摂津市、島本町、能勢町、豊能町 

東大阪：東大阪市、枚方市、守口市、寝屋川市、門真市、八尾市、大東市、四條畷市、柏原市、交野市 

南大阪：堺市、高石市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、松原市、藤井寺市、大阪狭山市、他7市6町1村 
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資料：（株）長谷工総合研究所『ＣＲＩ』。
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３．民間設備投資は持ち直し 

2022 年の民間設備投資は、新型コロナウイルスの影響による反動増もみられた2021 年に引き続き、

持ち直した。2022年度の大阪府の大企業の設備投資計画については、製造業、非製造業ともに増加を見

込んでいる。非製造業は都心部の大開発等を背景とする。近畿地区の資本金1,000万円以上の中小企業

の設備投資は、2022年度は減少の見込みである。大阪府内の中小企業を中心とする設備投資計画は、持

ち直し傾向にあった。設備投資に消極的な企業は、国内市場の先行き不安を主な理由としている。 

 

（大企業の設備投資は 2022 年度に大幅増加の見通

し） 

大企業（資本金1億円以上の民間企業、金融保険業

等は除く）の大阪府内への設備投資額（工事ベース）

をみると、2021年度実績は前年度比9.6％の増加であ

る。一方、全国は 4.2％の減少であった。大阪府にお

ける 2022 年度計画は、20.9％の大幅増で、全国では

25.3％と、ともに大幅増の見込みである（図表2－1－

16）。 

大阪府について、製造・非製造業別にみると、製造

業の2021年度実績は9.0％の減少で、2022年度計画は

43.2％と大幅増の見込みである（図表 2－1－17）。

「2021・2022年度 関西地域設備投資計画調査」（「2022

年度の府県別動向」）によると、大阪府における製造業

の2022年度計画が増加するのは、「医薬品関連投資等

がある化学、能力増強投資等がある非鉄金属等が増加」

するためである。 

非製造業では、2021 年度実績は 15.6％の増加で、

2022 年度計画も14.1％の増加である。2022 年度計画

が増加するのは、「都心部の大開発等がある不動産等が

増加」することによるものである 。都心部の大開発と

は、2025年大阪・関西万博に向けた建設工事や、各鉄

道事業者による延伸・新線の計画、さらには、うめき

た2期再開発の他にも、梅田、中之島、淀屋橋、難波

などで再開発が予定されていることなどが背景にある

と考えられる。

 

図表2－1－16 大企業の設備投資額の推移（前年度比） 
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資料：日本政策投資銀行関西支店「2021・2022年度 関西地域設備投資計画調査」（2022年6月調査）（「１．概況」、「４．府県別設備

投資動向」）。 

(注)1.大企業は、原則として資本金1億円以上の民間企業(ただし、金融保険業等は除く)。 

  2.単独決算・国内投資・工事ベース。原則として建設仮勘定を含む有形固定資産の新規計上額。 

  3.2021年度は実績、2022年度は計画。 
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図表2－1－17 大企業の産業別設備投資額の推移（大阪府、前年度比） 
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資料：日本政策投資銀行関西支店「2021・2022年度 関西地域設備投資計画調査」（2022年6月調査）（「４．府県別設備投資動向」）。 

(注)1.大企業は、原則として資本金1億円以上の民間企業(ただし、金融保険業等は除く)。 

  2.単独決算・国内投資・工事ベース。原則として建設仮勘定を含む有形固定資産の新規計上額。 

  3.2021年度は実績、2022年度は計画。 

  

 

（資本金 1,000 万円以上の中小企業の設備投資は、

2022年度は減少の見込み） 

近畿地区の中小企業（資本金１千万円以上１億円未

満）の設備投資額をみると（ただし、資本金１千万円

以上なので、中小企業の中でも規模が小さい企業を除

く）、2022年度実績見込みは13.6％減と減少する見込

みである（図表2－1－18）。2023 年度の計画は6.0％

増加の見通しである。 

産業別に前年度比でみると、製造業は、2022年度見

込みでは35.4％増と大幅に増加する見込みである。ま

た、2023年度の計画は12.2％増加する見通しである。

非製造業は、2022年度は59.1％と大幅に減少する見込

みで、2023年度計画も12.8％減少する見通しである。 

 

図表2－1－18 中小企業の設備投資額の推移（近畿地区、前年度比） 
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資料：財務省近畿財務局「法人企業景気予測調査」2023年2月調査。 

(注)1.中小企業は、資本金１千万円以上１億円未満の企業。 

  2.除く土地、含むソフトウェア投資。 

3.2022年度は実績見込み、2023年度は計画。 
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（中小企業を中心とする設備投資ＤＩは持ち直し） 

大阪府内の中小企業を中心とする設備投資ＤＩ

（「増加」企業割合－｢減少｣企業割合、設備投資の増減

は、前年度実績と比較した各年度計画）をみると、  

2022年1～3月期は－6.6、4～6月期は－3.1、7～9月

期は－0.8とマイナス幅が縮小していき、10～12月期

は 3.5 と、プラスに転じた（図表 2－1－19）。前年同

期比でＤＩ値の増減幅を確認すると、1～3 月期は

12.0％ポイントの大幅増加であり、4～6月期は5.8％

ポイント、7～9月期は2.1％ポイント、10～12月期は

0.7％ポイントと、いずれも増加であった。2021年は、

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う大幅な減少か

ら持ち直しがみられたが、2022年は引き続き持ち直し

傾向となった。 

企業規模別でＤＩをみると、大企業（回答企業全体

のうち、約5％の構成比）は、1～3月期は 9.5、4～6

月期は11.6、7～9月期は21.4と、増加幅が拡大して

いった。10～12 月期には17.0 と若干落ち着いたが、

それでも２桁台の増加である。一方、中小企業（回答

企業全体のうち、約95％の構成比）は、1～3月期は－

6.8とマイナスで、4～6月期は－3.8、7～9月期は-2.2

とマイナスが続いたが、10～12月期には3.1とプラス

に転じた。 

 

図表2－1－19 設備投資ＤＩの推移（大阪府内企業） 

-30

-20

-10

0

10

20

30

1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12

2020 2021 2022

DI

(月)

(年)

大企業

全産業

中小企業

 
資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注)1.設備投資ＤＩ＝｢増加｣企業割合－｢減少｣企業割合（前年度実績と比較した今年度の設備投資計画）。 

    2.回答企業の約95％は中小企業（従業者数300人未満の企業。なお、卸売業とサービス業の企業は100人未満、小売業と飲食店･

宿泊業の企業は50人未満） 
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（「維持・更新」が上昇、「新製品・製品高度化」が低

下） 

引き続き「大阪府景気観測調査（2022 年 10～12 月

期）」 で、府内企業の2022年度設備投資の主な目的を

みると、「維持・更新」が60.6％と最も高く、「合理化・

省力化」が25.8％、「能力増強」が20.1％となった（図

表2－1－20）。2021年度と比較すると、「維持・更新」

が1.7％ポイント上昇、「新製品・製品高度化」が1.0％

ポイント低下であった。 

企業規模別にみると、「維持・更新」を目的とする

割合は、中小企業が大企業より高く、4.6％ポイント上

回る。一方、「合理化・省力化」を目的とする割合は、

14.0％ポイント、「能力増強」を目的とする割合は

6.9％ポイント、大企業が中小企業より高い。 

2021 年度と比較し、大きく変化した項目をみると、

大企業では、「能力増強」が3.1％ポイント低下し、「新

製品・製品高度化」も2.0％ポイント低下した。一方、

「合理化・省力化」は 2.0％ポイント上昇した。中小

企業は、大きな変動は無かった。 

なお、大阪府景気観測調査（2022年10～12月期）」

によれば、「業種別で、前年に比べて回答割合が著しく

増加した項目をみると、製造業では『合理化・省力化』

の割合が高まった。建設業、運輸業、不動産業では、

コロナ禍の長期化で人々の対応が落ち着いてきたこと

や、全国旅行支援による観光需要が活発になったこと

から、『能力増強』の設備投資が実施されたとみられる。

飲食店・宿泊業では、観光需要の高まりに加え、事業

再構築補助金など各種の補助金も後押しし、『新製品・

製品高度化』の割合が高まった」としている。（以上、

大阪府景気観測調査（2022 年 10～12 月期）より抜粋

して転記）。 

 

図表2－1－20 設備投資の主な目的（大阪府内企業） 
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  資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査（2022年10～12月期）」。 
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（設備投資資金の調達方法は、自己資金が最も多

い） 

「大阪府景気観測調査（2022年10～12月期）」より、

設備投資資金の調達方法をみていく（図表２－１―21）。

「全体では『自己資金』が71％を占め、『借入金』『補

助金』の順に多い。業種別で調達方法に大きな違いは

ないが、制度が充実する製造業では『補助金』を利用

したとする割合が、非製造業よりも9.1ポイント上回

っている。 

業種別で比較すると、非製造業のうち情報通信業、

卸売業、建設業、不動産業では『自己資金』が70％を

超えているのに対して、運輸業では『借入金』が53％
と『自己資金』（51％）を上回り、外部資金への依存

度が高い」（以上、大阪府景気観測調査（2022年10～

12月期）より抜粋して転記）。  

 

図表2－1－21 設備投資資金の調達方法（複数回答） 

 

資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査（2022年10～12月期）」図17を転載。 

(注)回答企業の約95％は中小企業 

           

      

（設備投資に消極的なのは、国内市場の先行き不安か

ら） 

引き続き、2021 年度実績と比べて、2022 年度の設

備投資計画が「減少」または「なし」と回答した企業

にその理由を尋ねた結果をみると（図表２－１－22）、

「全体では『国内市場の先行き不安』が約30％を占め、

『設備投資の一巡（充足）』『内部資金の不足』などが

続いている。業種別でみると、製造業では全体の傾向

と同じく国内市場の先行きに対する不安や、設備投資

の一巡を理由とする向きが多い。非製造業では製造業

に比べて、内部資金の不足を懸念したり、数年以内の

廃業を予定している企業が多く、設備投資には消極的

な姿勢がうかがえる。 

規模別で比較すると、中小企業は全体の傾向と同じ

だが、大企業では『設備投資の一巡（充足）』が約44％

と突出している。中小企業では大企業に比べて、設備

投資の収益性や資金繰りの難しさ、数年以内の廃業と

いった問題を抱えており、これらが設備投資の阻害要

因になっていると考えられる」（以上、大阪府景気観測

調査（2022年10～12月期）より抜粋して転記）。 
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図表2－1－22 設備投資に消極的な理由（複数回答） 

 

資料：大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター「大阪府景気観測調査（2022年10～12月期）」」図18を転載。 

 (注)回答企業の約95％は中小企業 

      

（非居住用建築物着工は増加） 

大阪府内の建設投資の動きを、非居住用建築物着工

床面積を用いて四半期別にみると、2022 年 1～3 月期

は前年同期比で 37.9％の大幅減少であった後、4～6

月期は35.4％の大幅増に転じた。7～9月期は、23.2％

と大幅な減少となり、10～12月期には39.4％と、再び

大幅な増加に転じた（図表2－1－23）。 

図表2－1－24の前年同期差をみると、1～3月期の

減少は、主に「製造業」「医療，福祉」などによる。4

～6 月期の増加は、「運輸業」「教育，学習支援業」な

どで、7～9月期の減少は、「製造業」「卸売業，小売業」

などによる。一方、10～12月期の増加は、「運輸業」「教

育，学習支援業」「不動産業」「医療, 福祉」、などによ

る。 

年別では、大阪府は、2022年は前年比4.7％の増加

となった一方、全国は 2.6％の減少であった。大阪府

における業種別の増減幅を前年差で見ると、「運輸業」

「教育, 学習支援業」「不動産業」で大幅に増加した一

方、「卸売業, 小売業」「その他のサービス業」「製造業」

などで大幅に減少した。 

（公共投資は増加） 

2022年の大阪府内の公共工事請負金額（契約時の受

注金額）は前年比で 8.5％増加した。四半期ごとにみ

ると、2022年1～3月期は4.1％減、4～6月期は13.8％

増、7～9月期は12.8％増、10～12月期は5.7％増であ

った（図表2－1－25）。全国では、前年比で4.7％減で

あった。 
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図表 2－1－23 非居住用建築物着工床面積の推移（前年同期比） 
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資料：国土交通省「建築着工統計」。      

(注) 非居住用建築物は、農林水産業用、鉱業，採石業，砂利採取業，建設業用、製造業用、電気・ガス・熱供給、水道

業用、情報通信業用、運輸業用、卸売業，小売業用、金融業，保険業用、不動産業用、宿泊業，飲食サービス業用、教育，

学習支援業用、医療，福祉用、その他のサービス業用、公務用、他に分類されない建築物の合計。 

 

図表 2－1－24 非居住用建築物着工床面積の推移（大阪府、用途別（大分類）） 
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4～6月 1.5 9.3 97.9 3.3 25.1 408.6 91.2 3.8
7～9月 1.2 5.7 71.8 12.5 0.4 155.7 78.6 2.9
10～12月 0.9 8.7 125.8 4.0 0.9 464.4 73.2 2.2
年計 6.2 29.9 361.0 22.8 56.5 1121.8 338.7 9.4
1～3月 -36.2 -42.9 -66.1 -14.3 19427.3 27.8 -26.8 -19.8 
4～6月 -30.9 60.2 74.3 -2.7 83.7 591.5 -49.3 -77.3 
7～9月 7.9 -10.4 -54.2 32.0 28.4 23.2 -40.9 51.7
10～12月 11.9 8.9 2.3 18.7 -7.0 175.5 -78.8 1477.5
年計 -23.8 -3.7 -31.8 15.7 273.1 162.8 -57.1 -51.9 
1～3月 -1.4 -4.7 -128.1 -0.5 29.9 20.3 -34.9 -0.1 
4～6月 -0.7 3.5 41.7 -0.1 11.4 349.5 -88.8 -13.0 
7～9月 0.1 -0.7 -84.8 3.0 0.1 29.3 -54.4 1.0
10～12月 0.1 0.7 2.8 0.6 -0.1 295.8 -272.0 2.0
年計 -1.9 -1.1 -168.3 3.1 41.4 694.9 -450.2 -10.1 

不動産業
宿泊業，
飲食サー
ビス業

教育，学
習支援業

医療，福
祉

その他の
サービス

業
公務

他に分類
されない

非非居居住住用用
計計

1～3月 19.8 8.2 18.9 83.1 87.5 4.0 0.7 551188..88
4～6月 106.1 13.5 148.8 102.2 16.5 6.3 8.9 11004422..88
7～9月 21.5 33.7 91.7 85.8 28.6 4.3 6.7 660011 ..11
10～12月 199.2 13.6 222.5 203.7 17.9 7.1 9.4 11335533..55
年計 346.6 69.0 481.9 474.8 150.4 21.6 25.6 33551166..33
1～3月 26.4 -39.3 -24.6 -49.3 -47.1 -88.0 -70.9 --3377..99  
4～6月 36.7 -46.2 326.8 -8.1 -90.8 63.8 364.3 3355..44
7～9月 -68.3 -46.1 313.7 -37.1 -16.8 -77.5 37.5 --2233..22  
10～12月 337.0 -87.6 616.6 175.4 -61.7 -33.6 178.6 3399..44
年計 67.8 -67.2 325.7 -2.2 -64.6 -67.7 105.2 44 ..77
1～3月 4.1 -5.3 -6.2 -80.8 -77.8 -29.4 -1.7 --331166..55  
4～6月 28.5 -11.5 113.9 -9.0 -162.4 2.4 7.0 227722..55
7～9月 -46.2 -28.9 69.5 -50.6 -5.8 -14.8 1.8 --118811 ..22   
10～12月 153.6 -95.7 191.5 129.7 -28.8 -3.6 6.0 338822..88
年計 140.1 -141.4 368.7 -10.6 -274.7 -45.4 13.1 115577..66

前年同期
差（千㎡）

面積（千
㎡）

前年同期
比（％）

前年同期
差（千㎡）

面積（千
㎡）

前年同期
比（％）

 
資料：国土交通省「建築着工統計」。      

(注)図表 2－1－23 と同じ。 
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図表 2－1－25 公共工事請負金額の推移（前年同期比） 
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資料：西日本建設業保証㈱、東日本建設業保証㈱、北海道建設業信用保証㈱「公共工事前払保証統計」。  
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4．輸出入額は、過去最高額を更新 

2022年の貿易動向では、世界経済の回復基調や、円安の進展、原油等の資源価格の高騰により、近畿

圏・全国とも輸出額・輸入額は2年連続で増加するとともに、過去最高額を更新した。 

輸出の動向をみると、地域別では主要地域向けすべてでプラス寄与となったが、とりわけ中国を除く

アジア向け、アメリカ向けのプラス寄与が大きかった。品目別では、主要品目すべてでプラス寄与とな

った。輸入の動向をみると、地域別では主要地域すべてでプラス寄与となったが、とりわけ中国を除く

アジアや中東からの増加がプラスに大きく寄与した。品目別では、主要品目すべてでプラス寄与となっ

たが、とりわけ鉱物性燃料のプラス寄与が大きかった。 

 

（近畿圏では、輸出入額とも過去最高額を更新） 

近畿圏の輸出通関額（円ベース）は、前年比16.3％

増の21兆6,265億円と、2年連続で増加した。輸出額

は、世界経済の回復基調や円安の進展等により、過去

最高額となった。四半期ごとの前年同期比では、15.0％

増、17.2％増、18.3％増、14.5％増と、年間を通じて

プラスで推移した(図表2－1－26）。月次でも、すべて

の月において前年同月比プラスで推移した。 

全国の輸出通関額は、前年比18.2％増の98兆1,750

億円と、2 年連続で増加するとともに、過去最高額を

記録した。四半期ごとの前年同期比では、14.5％増、

15.9％増、23.2％増、18.7％増と、年間を通じてプラ

スで推移した。月次でも、すべての月において前年同

月比プラスで推移した。 

近畿圏の輸入通関額（円ベース）は、前年比34.2％

増の20兆8,087億円と、2年連続で増加した。輸入額

は、原油等の資源価格の高騰や円安の進展等により、

過去最高額となった。四半期ごとの前年同期比は、

31.4％増、37.3％増、39.4％増、28.9％増と、年間を

通じてプラスで推移した。月次でも、すべての月にお

いて前年同月比プラスで推移した。 

全国の輸入通関額は、前年比 39.2％増の 118 兆

1,410億円と、2年連続で増加するとともに、過去最高

額を記録した。四半期ごとの前年同期比の推移は、

35.0％増、40.6％増、47.3％増、34.0％増と、年間を

通じてプラスで推移した。月次でも、すべての月にお

いて前年同月比プラスで推移した。 

貿易収支では、近畿圏は 8,178 億円の貿易黒字と、

8年連続の貿易黒字となった。しかし、貿易黒字額は3

年ぶりに減少するとともに、過去2番目の低水準とな

った。全国は19兆9,660億円の貿易赤字と、2年連続

の貿易赤字となった。また、月次では年間を通じて貿

易赤字を記録した。 

（地域別の輸出では、主要地域向けすべてでプラス寄

与） 

2022年の近畿圏の輸出の地域別構成比は、中国を含

むアジアが64.4％、アメリカが15.4％、ＥＵが10.5％

となった。アジアの内訳（輸出額全体に対する構成比）

は、中国が24.3％、アジアＮＩＥｓが24.4％、ＡＳＥ

ＡＮが16.3％となっている。2022年は前年と比較して、

アジア、特に中国、アジアＮＩＥｓのシェアが低下し、

アメリカなど他地域のシェアが増えたのが特徴である。 

輸出先の主要地域別の前年比は、中国を含むアジア

向けが10.9％増で2年連続のプラス、中国向けが7.7％ 

 

図表2－1－26 輸出入通関額の推移（近畿圏・全国、前年同期比） 
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資料：大阪税関調べ 

（注）円ベース。近畿圏は、大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山の2府4県。
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増で3年連続のプラス、ＡＳＥＡＮ向けが20.5％増と

2年連続のプラス、ＥＵ向けが22.2％増と2年連続の

プラス、アメリカ向けが30.5％増で2年連続のプラス

と、主要地域向けすべてにおいて2年ないし3年連続

で前年比プラスとなった。また、すべての主要地域向

けの輸出額で、過去最高額を更新した。 

輸出先地域別の寄与度では、2022年も前年と同じく、

すべての地域向けでプラス寄与となった。その中でも

とりわけ、中国を除くアジア向け、アメリカ向けのプ

ラス寄与が大きかった(図表2－1－27）。 

（品目別の輸出では、主要品目すべてでプラスに寄与） 

2022年の近畿圏の輸出の品目別構成比では、電気機

器が28.2％、一般機械21.6％と、これら2品目で半分

程度を占めている。2022年は前年と比較して、電気機

器のシェアが2年連続で低下しているのが特徴である。 

輸出主要品目の増減への寄与度では、主要品目すべ

てでプラスに寄与し、どの主要品目も同程度の寄与度

となっている（図表2－1－28）。 

品目別では、鉱物性燃料、映像機器、鉄鋼などが増

加に寄与し、科学光学機器、音響・映像機器部分品な

どが減少に寄与した。 

中国を含むアジア向け輸出では、映像機器や非鉄金

属などが増加に寄与したが、科学光学機器や電池など

が減少に寄与した。中国向けでは、映像機器や非鉄金

属などが増加に寄与したものの、科学光学機器や電池

などが減少に寄与した。ＡＳＥＡＮ向けでは、鉱物性

燃料や自動車などが増加に寄与したが、事務用機器や

原料品などが減少に寄与した。ＥＵ向けでは、無機化

合物や半導体等電子部品などが増加に寄与したが、建

設用・鉱山用機械や通信機などが減少に寄与した。ア

メリカ向けでは、建設用・鉱山用機械や医薬品が増加

に寄与したが、遊戯用具や音響・映像機器部分品など

が減少に寄与した。 

（地域別の輸入は、主要地域すべてで増加し、とりわ

け中国を除くアジアや中東からの増加が寄与） 

近畿圏の輸入の地域別構成比は、中国を含むアジア

が55.0％を占めているが、その内訳（輸入額全体に対

する構成比）では、中国が29.5％、アジアＮＩＥｓが

10.2％、ＡＳＥＡＮが15.2％となっている。アジア以

外の地域では、ＥＵが11.5％、アメリカが8.2％、中

東が7.7％である。2022年は前年と比較して、中国の

シェア（32.3％→29.5％）が低下し、中東のシェア

（4.9％→7.7％）が増加したのが特徴である。 

輸入元の主要地域別の前年比では、中国を含むアジ

アからは 26.2％増と 2 年連続のプラス、中国からは

22.3％増と 2 年連続のプラス、ＡＳＥＡＮからは

35.4％増と2年連続のプラス、ＥＵからは18.7％増と

2年連続のプラス、アメリカからは25.6％増と2年連

続のプラス、中東からは112.4％増と2年連続のプラ

スと、すべての主要地域別で2年連続で前年比プラス

となった。また、すべての主要地域からの輸入額では

過去最高額を更新した。 

輸入元地域別の寄与度では、2022年はすべての地域

からの輸入はプラス寄与となったが、特に中国を除く

アジアや中東のプラス寄与が大きかった(図表 2－1－

29）。 

（品目別の輸入では、すべての品目でプラスに寄与し、

とりわけ鉱物性燃料がプラスに寄与） 

近畿圏の輸入の品目別構成比では、鉱物性燃料

18.3％、化学製品16.8％、電気機器14.5％という順と

なっている。2022年は前年と比較して、鉱物性燃料の

シェア（11.9％→18.3％）が上昇した一方、電気機器 

 

図表2－1－27 地域別輸出通関額の寄与度（近畿圏、前年比） 
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図表2－1－28 品目別輸出通関額の寄与度（近畿圏、前年比） 
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資料：大阪税関調べ

  

のシェア（16.4％→14.5％）などが低下したことが特

徴となっている。 

輸入主要品目の寄与度では、すべての品目がプラス

寄与となったが、特に鉱物性燃料のプラス寄与が大き

かった (図表2－1－30）。 

品目別では、原油及び粗油、天然ガス及び製造ガス

などが増加に寄与したものの、たばこ、通信機などが

減少に寄与した。 

輸入の地域別品目別をみると、中国を含むアジアか

らは、衣類及び同附属品、無機化合物などが増加した

ものの、通信機、アルコール飲料などが減少した。中

国からは、無機化合物、衣類及び同附属品などが増加

したものの、通信機、石油製品などが減少した。ＡＳ

ＥＡＮからは、天然ガス及び製造ガス、石炭などが増

加したものの、石油製品、アルコール飲料などが減少

した。ＥＵからは、医薬品、木材などが増加したもの

の、たばこ、通信機などが減少した。アメリカからは、

医薬品、有機化合物などが増加したものの、肉類及び

同調製品、音響・映像機器（含部品）などが減少した。 

（為替相場では、金融政策の違いを受けて、対ドル円

相場は大きく変動） 

対ドル円相場は、3 月のアメリカの金利引き上げ開

始以降、日米金利差を背景に、急激な勢いで円安ドル

高が進行した。そのため、日本政府は9月に24年ぶり

の円買い介入を行ったものの、円安ドル高の流れは止

められず、10月には一時1ドル＝151円90銭台と、約 

 

図表2－1－29 地域別輸入通関額の寄与度（近畿圏、前年比） 
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資料：大阪税関調べ 
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図表2－1－30 品目別輸入通関額の寄与度（近畿圏、前年比） 
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32年ぶりの円安となった。11月以降は、日本政府の円

買い介入やアメリカの景気減速懸念により円高ドル安

へと転換し、1ドル＝130円台後半までの円高水準とな

った。このように、2022 年の対ドル円相場は30 円以

上も変動した、歴史的な大相場となった (図表2－1－

31）。 

対ユーロ円相場では、2022年は年間を通じて、ウク

ライナ情勢と金融政策格差に翻弄された1年となった。

まずは、特徴的な動きがあった対ユーロドル相場につ

いて説明する。3 月におけるアメリカの利上げ開始に

よって金利差が拡大したことにより、対ユーロドル相

場は下押し圧力が強まった。その結果、7月には2002

年12月以来となるパリティ（1ユーロ＝1ドル）割れ

の水準までユーロ安が進行した。7 月以降、欧州にお

いても金利引き上げに着手したものの、ユーロ安の流

れは止まらず、9月には1ユーロ＝0.95ドル台後半ま

で下落した。10月以降は、金利差の拡大傾向に一服感

が強まり、ユーロ高へと相場は転換した。このような

動きを受けて、対ユーロ円相場では、日本とアメリカ・

欧州との金融政策との違いによって、3 月以降では円

安ユーロ高が進展した。しかし、10月以降はアメリカ

の金利引き上げの一服感もあり、円安ユーロ高は一服

感を示している。 

原油価格では、各国における経済活動の再開やロシ

ア・ウクライナ情勢を受けて、2022 年初から上昇し、

6月には一時1バレル＝114ドル台と、1月から30ド

ルほど上昇した。しかしその後は、主要産油国におけ

る原油の供給増加や、世界経済の成長鈍化などにより、

原油価格は低下基調となっているものの、依然として

高水準で推移している。 
 

図表2－1－31 円相場（対米ドル、対ユーロ）および原油価格の推移 
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資料：日本銀行『金融経済統計月報』、『時系列統計データ』、ＩＭＦ“Primary Commodity Prices” 

（注）1バレル＝159リットル 
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５．観光需要は社会経済活動の再開に伴い、回復基調に転じる  

2022年は新型コロナウイルス感染症のピークが3度発生したものの、まん延防止等重点措置の適用が春に

解除され、社会経済活動が再開しはじめたのに加え、全国旅行支援や水際対策の大幅緩和といった行動制限

緩和策、急激な円安が追い風となり、秋以降、国内外からの観光需要が回復基調に転じた。 

 

（訪日外国人は秋以降急速に伸長） 

関西国際空港（関空）を経由して入国する外国人の

数の推移をみると、2019年まではアジア諸国の所得向

上や国際航空便数の増加、ビザ発給要件の緩和などを

背景に、概ね増加基調であった。 

しかし、2020年に国内で新型コロナウイルス感染症

が確認され、海外渡航制限や査証（ビザ）の無効化と

いった水際対策の強化により、記録的な落ち込みが続

いた。同年秋には一部の新規入国が許可されたが、第

3波がピークを迎えた2021年1月上旬には、短期出張

者・長期滞在者が商用や公務などで、対象国・地域と

の間を双方向で往来ができる「ビジネストラック」「レ

ジデンストラック」が運用停止となった。また、指定

国・地域の滞在歴がある外国人の入国拒否、1 日あた

りの入国者数の制限や検疫の強化（検査証明書の提出

等）などの対策が強化され、2021年の入国外国人数も

低調に推移した（図表2－1－32）。 

2022 年は図表2－1－33 のように、感染のピークが 

 

図表2－1－32 関西国際空港からの入国外国人数 
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資料：法務省「出入国管理統計」、日本銀行  

 

図表2－1－33 2022年における大阪府の新型コロナウイルス感染症の感染者数の推移 
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資料：大阪府感染症情報センター（http://www.iph.pref.osaka.jp/infection/disease/corona.html）より作成。 

（注）各感染拡大の期間（波）の定義は、大阪府感染症情報センターの分析に基づく。 
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3 度発生したが、観光を除く外国人の新規入国の再開

（3 月）を皮切りに、入国者数の上限引き上げや添乗

員付きツアーに限定した外国人旅行者の受け入れなど、

段階的に水際対策の緩和が実施され、入国外国人数は

漸増傾向に転じた。そして10月には、1日の入国者数

の上限撤廃や個人の外国人旅行者の入国解禁、入国時

検査および短期滞在者のビザ取得の免除といった大幅

な緩和が行われた。こうした施策が奏功し、入国外国

人数は秋以降、急速に伸長した。 

（中国が低迷する一方、ベトナムが躍進） 

東アジア（韓国、中国、台湾、香港）にベトナムを

加えた5か国・地域の動きを、2018年からの時系列で

みると、2019年までは中国が堅調であった（図表2－1

－34）。中国は、新型コロナウイルス感染症の世界的拡

大により、2020 年は前年の約 11％の水準に、2021 年

もさらなる感染拡大で前年の 2.2％の水準まで激減し

た。2022年は増加に転じたものの、3万人台にとどま

った。韓国は、コロナ禍の影響で2020年の入国者数が

台湾を下回ったが、2021年は台湾の5.2倍に好転、2022

年も行動制限の緩和などにより回復ペースが加速して

前年比は46倍、人数も上記5か国・地域で最多となっ

た。台湾は、他国と同様の理由で 2020 年の前年比が

86.1％減、2021 年が 99.1％減と減少が拡大した後、

2022 年は60.2倍に急伸した。香港は、2018年から4

年連続で減少した後、2022年は7.6万人に急増し、中

国を上回った。ベトナムは、2021 年に香港の約 23.5

倍と地位が逆転し、2022 年も前年比 14.4 倍と順調に

拡大、韓国、台湾に次ぐ地位にある。 

 四半期別の動きをみると、韓国は2022年1～3月期

の前年同期比が43.4％増の後、4～6月期が前年同期の

6.6倍、7～9月期も13.9倍と回復のペースを上げ、10

～12月期には125.2倍の30万人超と、大きく躍進し

た。台湾は、前年の反動増から1～3月期が946人と前

年の2.0倍、4～6月期が6.5倍、7～9月期が10.8倍

と伸長した後、10～12 月期は 7.9 万人と、前年（327

人）から飛躍的に増えた。香港は、1～3月期の前年同

期比は減少したが、4～6 月期は 7.4 倍、7～9 月期は

14.1 倍、さらに10～12月期は7.5万人と、前年（66

人）からの大幅増により、台湾に迫る勢いである。ベ

トナムは、前年が1～3月期を除いて百人単位にとどま

っていたが、本年は4～6月期以降2万人台で推移する

など、反動増が顕著になった。 

図表2－1－34 関西国際空港経由の入国外国人数（東アジア＋ベトナム５か国・地域） 
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資料：法務省「出入国管理統計」 

 

続いて、ベトナムを除くＡＳＥＡＮ主要5か国（タ

イ、マレーシア、フィリピン、インドネシア、シン

ガポール）の入国者数をみると、シンガポールは

2020年の前年比が90.4％減、2021年も98.7％減と

急落したが、2022年は3.4万人と前年（140人）か

ら大きく好転した。タイも、コロナ禍の拡大で2020

年は 86.3％減、2021 年も 97.8％減と激減した後、

2022年は3.4万人とシンガポールと同水準まで回復

した（図表2－1－35）。 

四半期別の前年同期比をみると、2022 年 1～3 月

期は前年にビジネストラック、レジデンストラック

の運用が停止された反動増に加え、2022年3月に観

光を除く新規入国の再開などもあり、フィリピンの

99.1％増など軒並み2桁以上の伸びとなった。4～6 
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図表2－1－35 関空経由の入国外国人数（ベトナムを除くＡＳＥＡＮ主要５か国） 
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資料：法務省「出入国管理統計」 

 

月期は、前年の第4波のピークに対する水際対策の強

化に、2022年の段階的な対策の緩和が相まって、マレ

ーシアの13倍、インドネシアの12倍など大きく伸長

した。7～9 月期も、実数こそ 763～5,978 人とコロナ

禍前の水準（1.5～4.1万人）にはほど遠いが、前期と

同様の理由でインドネシアの 54 倍、マレーシアの 35

倍などさらに躍進した。10～12月期は、水際対策の抜

本的な緩和（10 月 11 日）が後押しとなり、シンガポ

ールの717倍、マレーシアの254倍といった3桁の記

録的な伸びもみられた。 

（宿泊者数は年間を通して堅調に伸長） 

大阪府内の延べ宿泊者数をみると、2022 年 1～3 月

期の前年同期比は55.2％増と2桁の増加となった（図

表2－1－36）。4～6月期は前年の反動増に加え、まん

延防止等重点措置の解除（3月 21 日）、および地域観

光事業支援における都道府県から地域ブロックへの対

象拡大に伴う、社会経済活動の回復などもあり、

131.3％増と 3 桁の伸びとなった。7～9 月期は、第 7

波（6月25日～9月26日）が発生したものの、3年ぶ

りに行動制限のない夏を迎え、行楽や帰省の動きが活

発になったことから、75.6％増と2桁のプラスとなっ

た。10～12 月期は、地域観光事業支援の終了（10 月

10日）後に実施された、新たな支援策「全国旅行支援」

の開始や、外国人旅行者に対する水際対策の大幅緩和

が奏功し、7～9月期には及ばないものの、51.6％増と

2 桁の伸びとなった。一方、全国の前年同期比をみる

 

図表2－1－36 施設所在地別延べ宿泊者数の増減率（従業者数10人以上の施設） 
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資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 
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と、大阪府と同様に2022年の前半は増加幅が拡大した

が、後半はやや失速した。各期とも2桁増を維持して

いるが、水準で比較すれば2021年7～9月期以降、大

阪府を下回る状態が続いている。 

 図表2－1－36の前年同期比の動き（図の破線囲み部

分）を日本人と外国人に分け、それぞれの寄与度をみ

ると、全国では第6波の発生や10月まで続いた入国制

限などの水際対策により、外国人の寄与は7～9月期ま

でほぼ皆無である（図表 2－1－37）。日本人について

は、第3波と第4波の初期に当たる2021年1～3月期

の宿泊者数が、前（2020）年同期比で2割以上減少し 

 

図表2－1－37 延べ宿泊者数の前年同期比と寄与度の動き（全国） 
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資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 
（注）従業者数10人以上の施設。 
 

ていたことから、2022 年 1～3 月期における日本人の

寄与は前年の反動増である。4～6月期、7～9月期は、

水際対策が段階的に緩和されたものの、外国人の寄与

度は依然低調に推移した。他方、日本人の寄与度をみ

ると、4～6月期は前年の反動増のほか、3月のまん延

防止等重点措置の解除、地域観光事業支援の対象拡大

などが呼び水となり、前期に比べて大幅に拡大した。7

～9 月期は、過去最大の感染ピークである第7波が発

生し、宿泊を伴う観光を自粛する向きが強まり、日本

人の寄与度は前期よりも鈍化した。10～12月期は、水

際対策の大幅緩和（10月）をてこに、外国人の寄与度

が急拡大した。日本人も全国旅行支援の実施が奏功し、

人数を着実に伸ばしたが、前年の実数が高い水準であ

ったことから、日本人の寄与度は前期と比べて30ポイ

ント以上縮小した。 

 一方、大阪府の推移をみると、1～3月期は全国と同

様に外国人の寄与度はほぼ皆無だったが、日本人は前

年の反動増により大きくプラスに寄与した（図表2－1

－38）。4～6 月期も前年の反動増に加え、行動制限の 

 

図表２－１－38 延べ宿泊者数の前年同期比と寄与度の動き（大阪府） 
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資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 
（注）従業者数10人以上の施設。 
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緩和や観光需要刺激策に伴う社会経済活動の回復から、

日本人は全国を大きく上回る寄与度となった。また、

年後半の動きも、日本人・外国人ともに全国と同様の

傾向であったが、とりわけ7～9月期における日本人の

寄与度は、全国に比べて20ポイント超の開きがあり、

好調な回復ぶりがうかがえる。 

（外国人旅行者が多い大阪府の稼働率は低迷が続く） 

次に、全国の主要な5都府県（東京都、千葉県、愛

知県、京都府、大阪府）における、宿泊施設の稼働率

を比較すると、コロナ禍が始まった2020年には上記5

都府県のトップにあった千葉県は、外国人旅行者の途

絶もあり、2021 年の全国順位は 35 位に急落した。だ

が、2022年は5都府県でトップの全国14位まで上昇

した（図表 2－1－39）。外国人旅行者の人気が高い京

都府は、コロナ禍のあおりを受けて2020～21年は最下

位付近に位置し、2022 年も稼働率は上昇したものの、

40位に低迷している。大阪府も、コロナ禍による外国

人旅行者の激減で 2020 年に全国最下位に転落して以

降、2021年が46位、2022年も43位と低位が続いてい

る。 

 

図表2－1－39 宿泊施設の客室稼働率（主要５都府県） 

 

20

30

40

50

60

70

80

90

2017 2018 2019 2020 2021 2022

東京都

愛知県

千葉県大阪府

京都府

(％)

(年)  

 

25

30

35

40

45

50

55

60

2020 2021 2022

東京都

愛知県千葉県

大阪府 京都府

(％)

(年)
 

資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 
（注）従業者数10人以上の施設。 

 

（簡易宿所の客室稼働率の改善が著しい） 

大阪府内の宿泊施設（シティホテル、ビジネスホテ

ル、旅館、簡易宿所）の客室稼働率をみると、コロナ

禍の世界的拡大により2020年の2～5月はすべての業

態で急落した。ただし、それ以降は感染の拡大・収束

に伴って下落と上昇を繰り返しながら、概ね改善基調

に転じている。 

業態別に客室稼働率の動きをみると、旅館や簡易宿

所は感染者数の増加に対し、大きく下振れしやすい傾

向が強く、2020～21年の前半にかけては簡易宿所の苦

戦が目立っている。しかし、2022年5月以降の簡易宿

所は、ビジネスホテルにとどまらず、急回復を示すシ
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ティホテルの水準を超える月もみられた。一方、シテ

ィホテルやビジネスホテルは、感染状況の変化に伴う

上下動はあるものの振れ幅は小さく、中でもシティホ

テルは2022年の春以降、回復は顕著である（図表2－

1－40）。 

 

図表2－1－40 シティホテル・ビジネスホテルの客室稼働率（大阪府） 
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資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 

（注）従業者数10人以上の施設 

 

（大阪府の簡易宿所は回復基調が鮮明に） 

さらに、直近3年間における大阪府と東京都の簡易

宿所の客室稼働率をみると、2020 年 6～11 月までは

大阪府が東京都を上回ったものの、2021～2022 年の

初夏頃まで両者の立場が逆転し、最大で19ポイント

の開きがあった（図表 2－1－41）。ところが、2022

年夏以降は大阪府が東京都を上回る月が増え、回復基

調が鮮明になった。なお、2022 年 3 月以降、両者は

2020～2022 年における稼働率の全国平均（32.2％）

を上回るまでに改善した。

図表 2－1－41 簡易宿所の客室稼働率（大阪府・東京都） 
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資料：国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」 
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 1. 生産活動は、2年ぶりの低下 

2022 年の生産活動では、年前半は新型コロナウイルス感染症の鎮静化による経済活動の再開によって、

生産指数は上昇したものの、半導体不足、世界経済の減速懸念、中国のゼロコロナ政策による輸出の減退な

どの影響を受けて、年後半は低下した。また、出荷指数が一進一退で推移しているため、在庫指数は昨年以

来上昇基調で推移している。業種別の動きでは、化学工業、電気・情報通信機械工業などの業種の変動が全

体に大きな影響を与えた。 

 

（生産活動は、2年ぶりの低下） 

大阪府における 2022 年の製造工業生産指数（2015

年＝100）は、年平均93.0（前年比6.6％減）と、2年

ぶりに低下した。年平均の水準では、新型コロナウイ

ルス感染症が流行した2020年の水準を下回った。四半

期別（季節調整済）では、1～3月期91.8（前期比3.3％

減）、4～6月期94.1（同2.5％増）、7～9月期94.4（同

0.2％増）、10～12月期91.6（同3.0％減）と、年前半

は新型コロナウイルス感染症の鎮静化による経済活動

の再開によって上昇したものの、その後は、半導体不

足、世界経済の減速懸念や中国のゼロコロナ政策によ

る輸出の減退などの影響を受けて、年後半は低下した。

月別でみると、月によっては変動があるものの、概ね

年前半は上昇していたが、8 月以降は低下基調で推移

している（図表2－2－1）。 

生産者出荷指数は、年平均は91.3（前年比5.1％減）

と、2年ぶりの低下となった。四半期別では、1～3月

期は92.1（前期比3.7％減）、4～6月期は91.7（同0.5％

減）、7～9月期は91.7（同0.0％）、10～12月期は90.2

（同1.6％減）と、年間を通じて低下基調で推移した。

月別では、月によっては変動があるものの、生産指数

と同じく、年前半は上昇基調で推移していたが、年後

半は低下基調で推移した。 

生産者製品在庫指数は、年平均103.2（前年比10.3％

増）と、3 年ぶりに上昇するとともに、上昇幅は非常

に大きなものとなった。四半期別の動きでは、1～3月

期は 99.6（前期比 1.4％増）、4～6 月期は 100.6（同

1.0％増）、7～9 月期は 104.6（同 4.0％増）、10～12

月期は108.2（同3.5％増）と、年間を通じて上昇した。

月別では、21年後半から在庫指数は上昇基調で推移し

ていたが、22年になってもその基調が続いた。 

 

 

図表2－2－1 工業指数の推移（大阪府製造工業、季節調整済） 
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資料：大阪府統計課「大阪府工業指数」 

(注) 2015年＝100。月の在庫指数は平均値を使用。2022年分は年間補正前の数値。

第２節 産業活動は、生産はやや弱含みながら、持ち直して推移 
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2022年の大阪府内の生産活動をまとめると、生産指

数では、年前半は新型コロナウイルス感染症の鎮静化

による経済活動の再開によって上昇したものの、半導

体不足、世界経済の減速懸念、中国のゼロコロナ政策

による輸出の減退などの影響を受けて、年後半は低下

した。また、出荷指数が一進一退で推移しているため

に、在庫指数は昨年以来上昇基調で推移している。 

全国の鉱工業生産指数は、95.6（前年比 0.1％減）

と2年ぶりに低下した。四半期別では、1～3月期は95.7

（前期比0.8％増）、4～6月期は93.1（同2.7％減）、7

～9月期は98.5（同5.8％増）、10～12月期は95.5（同

3.0％減）と、年間を通じて一進一退で推移している。 

（在庫循環は、意図せざる在庫積み上がり局面から移

行せず） 

大阪府の生産活動を、生産指数と在庫指数の前年同

期比から作成される在庫循環図を用いて、全国と比較

してみていく（図表2－2－2）。大阪府では、2022年は、

意図せざる在庫積み上がり局面から、在庫調整・在庫

減らし局面へと移行するかと思われたが、在庫指数が

前年比で増加していることから、年間を通じて意図せ

ざる在庫積み上がり局面にとどまった。全国でも同様

に、2022年は意図せざる在庫積み上がり局面から他の

局面へと移行せずに、意図せざる在庫積み上がり局面

にとどまった。このように、大阪府・全国ともに、2022

年は、生産指数が低下するとともに在庫指数が上昇し

たために、意図せざる在庫積み上がり局面にとどまっ

た。 

（業種別では、化学工業、電気・情報通信機械工業な

どの業種の変動が全体に影響） 

各業種の推移が、生産指数にどのような影響を与え

たかを、寄与度を中心にみていく（図表2－2－3）。四

半期別に業種別の寄与度をみると、2022 年 1～3 月期

では、電気・情報通信機械工業や化学工業がマイナス

に寄与するなど、多くの産業においてマイナス寄与だ

ったために、全体として前期比でマイナスとなった。4

～6 月期では、生産用機械工業が大きなマイナス寄与

となり、輸送用機械工業もマイナス寄与となった一方、

前期にマイナス寄与となった化学工業が大きくプラス

に寄与したために、全体として前期比でプラスとなっ

た。7～9月期では、電子部品・デイバス工業や電気・

情報通信機械工業がマイナス寄与となる一方で、前期

から引き続き化学工業がプラス寄与となるとともに、

前期にマイナス寄与だった生産用機械工業もプラス寄

与に転換したこともあり、全体としては前期比で若干

のプラスとなった。10～12月期では、電気・情報通信

機械がプラス寄与となったものの、化学工業が大きな

マイナス寄与となったために、全体としては前期比マ

イナスとなった。 

 

図表2－2－2 在庫循環図（大阪府：製造工業、全国：鉱工業） 
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資料：大阪府統計課「大阪府工業指数」、経済産業省「鉱工業指数」 

(注) 原指数、在庫指数は期末値。2022年分は年間補正前の数値。 
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図表2－2－3 生産指数の推移と要因分解（四半期、季節調整済前期比） 
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資料：大阪府統計課「大阪府工業指数」 

(注) 2015年＝100。2022年分は年間補正前の数値。 

 

以上をまとめると、2022年の生産活動では、化学

工業や電気・情報通信機械工業、生産用機械工業と

いった産業に左右される結果となった。 

（財分類別では、生産財は低下基調で推移、最終消

費財の構成項目の財分類によって、推移に違いがみ

られた） 

財分類別の動向では、鉱工業及び他の産業に原材

料等として投入される「生産財」は、2022年は若干

の低下基調で推移した(図表 2－2－4）。「最終需要

財」は、建設財や非耐久消費財などによって、4～6

月期と 7～9 月期に指数は上昇したものの、10～12

月期は低下した。 

「最終需要財」のうち、機械設備などの「資本財」

は、2022年1～3月期と4～6月期は低下したものの、

その後はショベル系掘削機械などが増加したことが

影響し、上昇基調で推移した。建設工事用の資材や

内装品、土木工事の資材といった「建設財」は、昨

年から低下基調で推移していたものの、橋りょうな

どの生産が増加したために2022年7～9月期に上昇

し、その後10～12月期は低下した。 

 

図表2－2－4 生産指数の財分類別推移（四半期、季節調整済） 
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資料：大阪府統計課「大阪府工業指数」 

(注) 2015年＝100。2022年分は年間補正前の数値。 
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家計で購入される「耐久消費財」は、2022 年 1～3

月期に上昇したものの、その後はほぼ横ばいで推移し

た。「非耐久消費財」は、ビールやウイスキーなどの食

料品の生産増加などにより、2022 年 4～6 月期、7～9

月期と上昇したが、10～12月期は低下した。 

以上をまとめると、財分類別では、「生産財」は年

間を通じて低下基調で推移した。「最終需要財」では建

設財や非耐久消費財の変動に左右され、4～6 月期、7

～9月期に上昇し、10～12月期に低下した。「最終需要

財」の構成項目の財分類によって、推移に違いがみら

れる結果となった。 

（製造業の所定外労働時間は 4～6 月期以降増加基調

で推移） 

生産関連指標の動きについて、大阪府内製造業の所

定外労働時間指数（事業所規模30人以上）をみると、

2022年は前年比15.4％増と2年連続で上昇した。四半

期別（前年同期比）にみると、1～3月期は前年同期比

20.6％増、4～6 月期は同 19.6％増、7～9 月期は同

15.0％増、10～12月期は同7.6％増と、前年同期比で

年間を通じて増加した (図表2－2－5）。

 

図表2－2－5 所定外労働時間の動き（製造業、前年同期比） 
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資料：大阪府統計課「毎月勤労統計地方調査」 

(注) 所定外労働時間指数は2020年＝100、事業所規模30人以上分。
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2．雇用は持ち直しの動き 

2022 年の大阪府の完全失業率は 7～9月期、10～12 月期と連続して改善し、新型コロナウイルス感染症

拡大前の水準に戻った。有効求人倍率は、2022年を通じて上昇基調にあるものの、2021年7～9月期以降、

全国を下回って推移している。 

 

（7～9月期以降、完全失業率は改善） 

2022年平均の大阪府の完全失業率は、前年から0.4

ポイント改善して3.1％となった。 

四半期別にみると、2022 年は 4～6 月期に 3.6％と

前年同期と同値になったが、その後は回復に向かい、

10～12月期には2.8％と、新型コロナウイルス感染症

拡大前の水準に戻った（図表2－2－6上図）。男女別で

みると、男性の失業率は4～6月期に3.8％と上昇(悪

化)したが、10～12月期には3.1％と改善した。女性の

失業率についても、4～6月期の3.3％から7～9月期に

2.9％、10～12 月期には 2.5％に改善した（図表2－2

－6）。

 

図表2－2－6 完全失業率の推移 

 

 
資料：総務省統計局「労働力調査」 

（注）原数値。大阪府は、モデル推計値。 
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（有効求人倍率は全国を下回って推移） 

2022 年の大阪府の有効求人倍率（新規学卒者

を除き、パートタイムを含む。）は 1.23 倍（実

数）と、2021 年に比べ 0.1 ポイント上昇した。

四半期別（季節調整値）では 2022 年を通じて上

昇基調にあるものの、2021 年 7～9 月期以降、

全国を下回って推移している（図表 2－2－7）。 

 有効求人数は 2013 年 10～12 月期以降、常に

有効求職者数を上回って推移しているが、2019

年の水準には至っていない。また、有効求人数

が 2020 年 7～9 月期以降、一貫して増加基調に

あるのに対し、有効求職者数は 2022 年 7～9 月

期以降減少し、その結果、有効求人数と有効求

職者数の差は拡大、2022 年 10～12 月期におい

てその差は約 4 万 8 千人となっている（図表 2

－2－8）。 

 

図表 2－2－7 有効求人倍率の推移 

 
資料：厚生労働省「職業安定業務統計」 

（注）四半期の数値は各月の平均で、パートタイムを含む季節調整値。 

 

図表 2－2－8 大阪府の有効求人（求職者）数の推移 

 
資料：厚生労働省「職業安定業務統計」 

（注）四半期の数値は各月の平均で、パートタイムを含む季節調整値。 
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（新規求人数の伸びは年間を通じてプラスに） 

2022 年における大阪府の新規求人数は、年間を

通じて対前年同期比がプラスとなった。 

産業別寄与度は、4～6 月期では宿泊業,飲食サ

ービス業、医療,福祉、サービス業（他に分類さ

れないもの）の寄与度が高く、7～9月期では宿泊

業,飲食サービス業、サービス業（他に分類され

ないもの）の寄与度が高かった（図表 2－2－9）。 

 

 

図表 2－2－9 大阪府の新規求人数の対前年同期比と産業別寄与度 

 
資料：大阪労働局「職業安定業務統計」 

（注）四半期の数値は各月の合計値。パートタイム関係取扱数を含む。新規学卒者を除く。原数値で計算。 

44     おおさか経済の動き　別冊　“2022( 令和４) 年の大阪経済” 



 45

３．消費者物価は急上昇、国内企業物価は大幅に上昇 

2022年の消費者物価は急上昇となり、国内企業物価は大幅に上昇した。 

消費者物価（生鮮食品を除く総合）は、前年比で大幅に上昇した。月別では、1月のみマイナスであっ

たほかは全てプラスで推移し、年末にかけて上昇率が急拡大していった。ウクライナ情勢を受けた供給不

安の高まりなどを背景に、資源価格や食料価格が大幅に上昇したことや、コスト転嫁があったためである。 

国内企業物価は前年比で大幅に上昇、輸出・輸入物価ともに大幅に上昇した。エネルギー価格の高騰を

転嫁する動きや、原材料などのコスト上昇が背景であった。 

 

（消費者物価は急上昇） 

大阪市の消費者物価指数（ＣＰＩ）を、生鮮食品を

除く総合（コアＣＰＩ、2020年＝100）でみると、2022

年の平均は101.7 で、前年比で2.2％と大幅に上昇し

た。全国の生鮮食品を除く総合（コアＣＰＩ、2020年

＝100）は102.1で、前年比2.3％の大幅上昇となった

（図表2－2－10）。  

月別に前年同月比をみると、大阪市のコアＣＰＩは、

1 月のみマイナスであったが、その後はプラスで推移

し、年末にかけて上昇率が急拡大していった。全国に

ついては、2022年を通してプラスで推移した。 

日本銀行「経済・物価情勢の展望」によると、原油

や天然ガス、石炭等の資源価格や小麦等の穀物価格は、

ウクライナ情勢を受けた供給不安の高まりなどを背景

に大幅に上昇した。特に、資源価格は、従来からの脱

炭素化の動きに加え、地政学リスクの高まりから上昇

圧力が高まったとされる（以上、日本銀行「経済・物

価情勢の展望」2022 年 4 月より）。その後、消費者物

価の前年比は、エネルギーや食料品、耐久財などのコ

スト転嫁の動きが強まっていることから、プラス幅が

拡大した。また、10月に携帯電話通信料引き下げの影

響が剥落したことは、年末の物価上昇要因と分析して

いる（以上、同2022年10月より）。 

大阪市の食料（酒類を除く）及びエネルギーを除く

総合（コアコアＣＰＩ）は、１月から３月までと、５

月のみマイナスであったが、年末にかけて大幅に上昇

した（図表2－2－11）。 

 

図表2－2－10 消費者物価指数の推移（年平均、原数値） 

95

96

97

98

99

100

101

102

103

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 (年)

コアCPI(全国)

コアCPI(大阪市)

 

資料：総務省「消費者物価指数」。 

(注)1.2020年＝100。 

    2.コアCPIとは、「総合」から「生鮮食品」を除く総合指数のこと。 
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図表2－2－11 消費者物価指数の推移（前年同月比） 
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資料：総務省「消費者物価指数」。 

(注)1.2020年＝100。 

    2.コアCPIとは、「総合」から「生鮮食品」を除く総合指数のこと。 

    3.コアコアCPIとは、「総合」から「食料（酒類を除く）及びエネルギー」を除く総合指数のこと。 

 

大阪市消費者物価の費目別の動きを、年平均の前年

比でみていく。まず大分類をみると、主に上昇したの

は、光熱・水道（＋11.6％）、家具・家事用品（＋5.7％）、

食料（＋4.8％）などである（図表 2－2－12）。一方、

低下したのは交通・通信（－3.9％）である。 

主に上昇した費目を中分類でみると、大きく上昇し

たのは、ガス代（＋24.7％）、灯油などの他の光熱（＋

19.0％）、電気代（＋13.4％）である（以上の大分類は

光熱・水道）（図表2－2－13）。これらは資源価格の高

騰を背景としている。また、魚介類（＋11.6％、大分

類は食料）、白物家電を含む家庭用耐久財（＋10.7％、

大分類は家具・家事用品）なども大幅に上昇した。 

一方、図表には掲載していないが、通信（－13.3％、

大分類は交通・通信）は大幅に低下した。 

前年比寄与度でみると（大阪府統計課、消費者物価

指数、2022 年平均資料）、中分類では、やはり光熱・

水道が＋0.85 ポイントと全体を引き上げており、家

具･家事用品も＋0.22 ポイントと物価を押し上げてい

る。一方、交通・通信が－0.39ポイントと、物価を引

き下げている。
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図表 2－2－12 費目別消費者物価指数（大阪市、大分類、前年比） 

4.8 

11.6 

5.7 

-3.9 

-10

-5

0

5

10

15

総
合 生

鮮
食
品
を
除
く

総
合
（
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

食
料

住
居

光
熱
・
水
道

家
具
・
家
事
用
品

被
服
及
び
履
物

保
健
医
療

交
通
・
通
信

教
育

教
養
娯
楽

諸
雑
費

(％)

2020
年

2021
年

2022
年

 
資料：総務省「消費者物価指数」。 

(注) 2020 年＝100。 

 

図表 2－2－13 2022 年に主に上昇した費目の消費者物価指数（大阪市、中分類、前年比） 
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資料：大阪市「消費者物価指数 2022 年平均資料」。 

(注) 2020 年＝100。 

 

（国内企業物価は大幅に上昇） 

2022 年の全国の国内企業物価指数（ＣＧＰＩ、

2020 年＝100）は年平均で 114.7 であり、前年比

＋9.7％と、前年にも増して大幅に上昇した。日

本経済新聞 Web 版、2023 年 1 月 16 日によれば、

22 年の年間ベースの上昇幅は、1981 年以降過去

最高であった。類別では、電力・都市ガス・水道

（＋36.1％）、木材・木製品（＋29.5％）、鉱産物

（＋27.8％）、鉄鋼（＋26.7％）、石油・石炭製品

（＋18.0％）、非鉄金属（＋15.1％）、スクラップ

類（＋11.4％）、金属製品（＋10.6％）、化学製品

（＋10.1％）など多くの類でふた桁台の上昇とな

った。低下したのは、農林水産物（－1.1％）の

みであった図表 2－2－14）。 
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月別にＣＧＰＩを前年同月比でみると、1 月か

ら 8月、および 10、11 月は９％台のプラスで、9

月と 12 月は 10％台のプラスであった（図表 2－2

－15）。 

主に上昇した品目別で前年同月比の推移をみ

ると、電力・都市ガス・水道は、1 月の＋26.2％

から上昇し、12月には＋53.4％となり、大幅な上

昇をみせている。木材・木製品は、1月に＋68.0％

と大幅な上昇をみせたが、上昇幅は一貫して縮小

し、12 月には－4.8％と落ち着いた。鉱産物につ

いては、1月の＋18.7％からはじまり、12 月には

38.9％と大幅に上昇している。一方、鉄鋼は、１

月には＋29.9％であったが、12月には20.8％と、

上昇幅は若干落ち着きをみせている。石油・石炭

製品についても1月は＋36.5％と大幅な上昇であ

ったが、12 月には＋8.1％と、上昇幅は落ち着き

をみせている。 

2022 年の輸出物価（円ベース）は年平均で前年

比＋16.2％と、大幅に上昇した。類別では、その

他産品・製品（＋32.6％）、化学製品（＋20.3％）

などの上昇が目立った。 

輸入物価（円ベース）は、年平均で前年比 39.0％

と、こちらも大幅に上昇した。類別では、石油・

石炭・天然ガスが＋98.1％と、資源価格の高騰の

影響が大きく、木材・木製品・林産物（＋37.3％）、

飲食料品・食料用農水産物（＋27.8％）などが主

に上昇した。 

前年同月比をみると、輸出物価は 9月に、輸入

物価は 7月にピークをつけて以降、12 月にかけて

落ち着きをみせている。 

2021 年は、脱炭素の動きを受けた天然ガス価格

の高騰や、コロナ・ワクチンの普及などによる需

要増、OPEC プラスによる減産縮小の見送りなどに

よる原油価格が高騰していたところであるが、日

本経済新聞 Web 版、2023 年 1 月 16 日によれば、

22 年は、原油や天然ガスなどのエネルギー価格の

高騰を転嫁する動きが長期化し、電力や都市ガス

が全体を押し上げる状況が続いている。また、鉄

鋼は、鉄鉱石の価格上昇を反映しており、原材料

などのコスト上昇を背景に飲食料品も全体の押

し上げに影響したとされる（以上、同Web版より）。

 

図表 2－2－14 企業物価指数の類別前年比（2022 年） 
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資料：日本銀行「企業物価指数」。 

(注) 2020 年＝100。 
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図表 2－2－15 物価指数の推移（前年同月比） 
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資料：日本銀行「企業物価指数」。 

(注) 2020 年＝100。 
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4．企業倒産件数は微減、負債総額は増加  

2022年の全国における企業倒産件数は3年ぶり、負債総額は5年ぶりに前年を上回り、負債総額は前年比

2 倍増となった。大阪府内においては、企業倒産件数は微減したものの、負債総額は前年を上回り、負債額

10億円以上の大型倒産の件数は前年と同数となった。 

 

（大阪府内の倒産件数は前年比で微減） 

2022 年の大阪府内の企業倒産件数は、前年比で

0.2％減の845件とわずかに減少したものの、負債総額

は936億円と、前年の821億円から14.1％の増加とな

った（図表2－2－16）。 

  全国における2022年の倒産件数は6,428件で、前年

比6.6％増と3年ぶりに増加となったものの、2年連続

で6,000件台にとどまった。しかし、負債総額は前年

比102.6％増の2兆3,314億円と、5年ぶりに前年を上

回り、2017年以来の2兆円超えとなった。 

（小売業等で倒産件数が増加） 

 府内企業倒産件数を業種別にみると、建設業、小売

業、その他(「農・林・漁・鉱業」「金融，保険業」「不

動産業」「運輸業」「情報通信業」等)で前年と比べ増加

した。うち小売業は前年比17.5％、その他は同24.5％

の増加となった（図表2－2－16）。  

（不況型倒産割合が全体の8割強） 

2021 年における倒産原因別にみると、不況型倒産

（販売不振、赤字累積、売掛金回収難）の件数は 699

件となり、前年比5.7％減少となった（図表2－2－17）。

また、倒産原因全体に占める割合は82.7％となった。 

不況型倒産の内訳を詳しくみると、「販売不振」は

2022年が636件と、前年の686件に比べて50件減少

したものの、倒産原因の約 75.3％を占めた。「赤字累

積」は62件と前年よりも9件増加し、全体に占めるシ

ェアは7.3％となった。 

2022年は国や自治体、金融機関によるコロナ関連支

援が企業倒産を抑制したが、支援効果の一巡に伴い、

四半期別では春から増加しはじめ、倒産は底打ちから

反転増勢への流れが顕著になってきた。
 

図表2－2－16 業種別企業倒産件数の推移（大阪府） 
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資料：㈱東京商工リサーチ調べ。 

(注)  1.負債総額1,000万円以上分。 

      2.「その他」には、「農・林・漁・鉱業」「金融，保険業」「不動産業」「運輸業」「情報通信業」を含む。 
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図表2－2－17 原因別企業倒産件数の推移（大阪府） 
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資料：㈱東京商工リサーチ調べ。 

(注)  1.負債総額1,000万円以上分。 

      2.「その他」には、「過小資本」「信用性低下」「在庫状態悪化」「設備投資過大」「偶発的原因」を含む。 

 

図表2－2－18 企業倒産件数と負債金額の推移（前年同期比） 

 

資料：㈱東京商工リサーチ調べ。 

(注)  負債総額1,000万円以上分。 
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負債額100億円以上の倒産件数をみると、2022年

の全国は14件で、前年よりも4件増加したが、大阪

府での発生は0件であった。 

また、負債額10億円以上の大型倒産件数について

は、全国では 170 件と、前年に比べて 1 件減少し、

大阪府においては10件と、前年と同数となった（図

表2－2－19）。 

 

 

図表 2－2－19 大型倒産（負債額 10 億円以上、大阪府）件数の推移 

 

資料：㈱東京商工リサーチ調べ。 
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大阪府内企業の業況判断は、新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着き、緩やかな改善基調となった

2021年を経て、2022年には足踏みと改善を繰り返す横ばい基調となった。業種別では非製造業が漸増傾向を、

企業規模別では大企業が勢いの強さをみせた一方で、製造業や中小企業が弱含みの動きを続けたことにより、

全体における横ばい基調を余儀なくされた。 

 

 

（前半は上下動も後半は横ばいで推移） 

大阪府内企業の業況判断ＤＩ（「上昇」－「下降」

企業割合；前期比、季節調整値）は、コロナ禍による

2020 年の急落とＶ字回復、また 2021 年の緩やかな改

善基調を経て、2022年前半にはやや上下動があったも

のの、後半は横ばいで推移した（図表3－1－1）。 

2022 年 1～3月期は、前回調査と比べて8.8ポイン

ト低下した。4～6月期は、まん延防止等重点措置（ま

ん防）といった行動制限の解除に伴い、社会経済活動

が再開したことから、前回調査と比べて12.1ポイント

上昇した。7～9月期は、3年ぶりに行動制限のない夏

を迎え、行楽や帰省の動きが活発になった一方、オミ

クロン株（ＢＡ.5）を中心とする第7波（6月25日～

9月26日）が発生した。第7波は、第6波に比べて症

状の頻度や程度が高く、従来株よりも感染力が高いこ

とから、過去最多の陽性者数（約148万人）をもたら

した。こうした状況に加え、急激な円安、一次産品（石

油、天然ガス、農産物等）価格の世界的な高騰に伴う

原材料価格の上昇もあり、飲食店・宿泊業や小売業な

どを中心に不振となり、ＤＩは前回調査と比べて 5.5

ポイント低下した。10～12 月期は、飲食店・宿泊業、

卸売業、小売業などで改善がみられた一方、前期と同

様に原材料価格の上昇が続いたことなどから、ＤＩは

ほぼ横ばいにとどまった。 

 

図表3－1－1 業況判断ＤＩの推移（大阪府内企業） 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注) 1.業況判断ＤＩ＝｢上昇」企業割合－「下降」企業割合。 

       2.季節調整値は、2022年10～12月期調査時点のもの。 
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（製造業は弱含みで推移） 

業況判断ＤＩ（前期比、季節調整値）を業種別にみ

ると、2021年に製造業が非製造業を上回り、その差が

拡大したが、2022 年は差が縮小に転じた（図表 3－1

－2）。 

2020 年 10～12 月期以降、業況判断ＤＩは製造業が

非製造業を上回る状態で、両者の差は2021年の前半ま

で拡大傾向にあり、同年4～6月期は27ポイント超の

開きがみられた。しかし、製造業が4～6月期をピーク

に弱含みで推移したのに対して、非製造業が漸増傾向

であったことから、2021 年の後半は平均で17 ポイン

ト差、2022 年の前半は平均で 11 ポイント差、同年の

後半は平均で9ポイント差と、半年ごとの動きは概ね

縮小に向かった。 

（大企業と中小企業の差は依然縮まらず） 

企業規模別にみると、大企業のＤＩは2022 年 1～3

月期には4期ぶりに下落したが、4～6月期には14ポ

イント上昇した。7～9月期には、9ポイントの下落と

再び悪化したものの、10～12月期には9ポイント上昇

し、2021年 10～12月期以来5期連続のプラス水準と

なった。 

一方、中小企業のＤＩは、2022 年 1～3 月期には 8

ポイント下落した後、4～6月期には 11 ポイント超と

大きく上昇したものの、7～9月期には再び5ポイント

の下落となった。両者の差をみると、2021年には大企

業が中小企業を年平均で25ポイント上回っていたが、

2022年には年平均で32ポイントとさらに拡大した。 

 

図表3－1－2 産業別・規模別前期比業況判断ＤＩ(季調)の推移（大阪府内企業） 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注) 1.業況判断ＤＩ＝｢上昇」企業割合－「下降」企業割合。 

     2.季節調整値は、2022年10～12月期調査時点のもの。 
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２．営業利益はほぼ横ばいで推移、資金繰りは前年よりも勢いが鈍化 
 

 

 2022年の営業利益は、第6波の発生で年の前半にやや下落したものの、その後は持ち直して年全体でみ

ると横ばいで推移した。 

資金繰りは、2020年7～9月期以降「順調」が「窮屈」を上回っているが、改善の勢いは前年よりも鈍

化した。 

 

（営業利益はやや下落の後、横ばいで推移） 

府内企業の営業利益水準ＤＩ（「増加」－「減少」企

業割合、季節調整値）は、概ね緩やかな改善基調とな

った2021年の後、2022年は第6波の発生に伴う社会

経済活動の制限から1～3月期はやや下落したものの、

年全体ではほぼ横ばいで推移した（図表 3－1－3）。

2022 年 1～3月期は、第6波の発生に伴いまん防が適

用され、2021年 10～12月期と比べて7.2ポイント下

落した。4～6月期には、3月下旬のまん防の解除によ

って、社会経済活動が再開しはじめたこともあり、6.2

ポイントの上昇となった。ところが、7～9月期には急

激な円安や一次産品（石油、天然ガス、農産物等）価

格の世界的な高騰に伴う、原材料価格の上昇などもあ

り、1.5ポイント下落した。10～12月期にはウクライ

ナ情勢による輸入物価や消費者物価の上昇が続く一方

で、社会経済活動が正常に向かったことから、ＤＩは

0.3ポイントの上昇とほぼ横ばいで推移した。 

 産業別にみると、製造業が2022年1～3月期には第

6波の到来で2期ぶりに下落し、4～6月期も資源高や

円安による燃料調達コストの急増などにより4.8ポイ

ントの下落となった。7～9月期には、第7波が到来し

たものの、３年ぶりに行動制限がない夏期となったこ

とから、5.9ポイントの上昇となった。10～12月期に

は、ウクライナ情勢の緊迫化や、さらなる円安の急加

速に伴う原材料価格の高騰などを受けて、5.8ポイン

ト下落した。一方、非製造業は2022年1～3月期に8.9

ポイントの下落以降、交互に上昇と下落を繰り返した

が、下落幅は徐々に縮小傾向にある。 

 企業規模別では、大企業が2021年10～12月期およ

び2022年4～6月期に、ＤＩはプラス水準となったが、

2022 年 7～9 月期以降は減少傾向に転じた。一方、中

小企業は、年前半にわずかに落ち込みがみられたもの

の、大企業のＤＩとの差をほとんど縮めることもなく、

全産業と同じく概ね横ばいで推移した。

図表 3－1－3 営業利益水準ＤＩの推移（大阪府内企業） 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注) 1.営業利益判断ＤＩ＝｢増加」企業割合－「減少」企業割合。 

       2.季節調整値は、2022 年 10～12 月期調査時点のもの。 
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（2022年の資金繰りＤＩは、より緩やかな増加に） 

 資金繰りＤＩ（「順調」－「窮屈」企業割合）は、2020

年7～9月期に「順調」が「窮屈」を上回って以降、Ｄ

Ｉはプラスを維持しているが、2022年は改善の勢いが

前年よりも鈍化した（図表3－1－4）。 

 業種別でみると、下図のように製造業が非製造業よ

りも2020年は平均で8ポイント、2021年は9ポイン

ト上回っている。その傾向は2022年も続き、両者の差

は10ポイント強と2021年よりも拡大している。 

企業規模別では、大企業は2021年10～12月期に10

ポイント拡大した後、2022年になると縮小傾向が続い

たが、同年10～12月期には再び拡大に転じた。一方、

中小企業は2020年に2期連続でマイナス水準となった

後、2021年は緩やかにプラス水準を保っていた。しか

し、2022年 1～3月期に前回調査と比べて5ポイント

近く下落して以降は、勢いがより緩やかになった。 

 

図表3－1－4 資金繰りＤＩの推移（大阪府内企業） 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注) 資金繰りＤＩ＝｢順調」企業割合－「窮屈」企業割合
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３．雇用予定人員は緩やかな改善基調も、勢いを欠く  

2022年の雇用不足感は、行動制限の解除に伴い一段と強まった。2022年の雇用予定人員ＤＩは直近の3

年間でみると緩やかな改善基調となった。製造業では一時的にプラスとなった後、再びマイナスに転じた

ほか、非製造業でも年前半のＶ字回復をピークに後半は緩やかに下落するなど、いずれの業種も勢いを欠

いている。 

 

（雇用不足感は前年以上に強まる） 

2022 年の雇用不足感ＤＩ（「不足」－「過剰」企業

割合、右目盛）は2021年4～6月期以降、前年同期の

水準を上回り、概ね2桁の上昇幅となった（図表3－1

－5）。 

業種別で比較すると、製造業はまん防などによる行

動制限が解除された2022年1～3月期に不足感が一段

と強まり、前年同期を大きく上回った2021年の勢いの

まま、2022 年も期平均で12 ポイントの上昇幅となっ

た。一方、非製造業も製造業と同じような傾向を示し

たものの、2022年の前年同期比はいずれの期も製造業

を下回った。 

（雇用予定人員は緩やかな改善基調） 

雇用不足の高まりに対して、雇用予定人員ＤＩ（「増

加」－「減少」企業割合）は、前年同期に比べて平均

で0.5ポイントの上昇にとどまった。ただし、ＤＩの

水準が 2022 年は年間を通して増加と減少が拮抗する

状況だったものの、直近の3年間でみれば緩やかな改

善基調となった。 

これを業種別にみると、いずれの業種も 1～3 月期

を底にＶ字回復を見せた。製造業では4～6月期、7～9

月期にＤＩがプラスに好転したが、10～12月期には再

びマイナスとなった。一方、非製造業ではＶ字回復し

た4～6月期をピークに、その後ＤＩは緩やかに下落し

マイナス幅が拡大した。 

 

図表3－1－5 雇用状況ＤＩの推移（大阪府内企業） 
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資料：大阪産業経済リサーチセンター「大阪府景気観測調査」。 

(注) 雇用不足感ＤＩ＝｢不足」企業割合－「過剰」企業割合。雇用予定人員ＤＩ＝｢増加」企業割合－「減少」企業割合。 
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出荷・売上高及び営業利益は、総じて緩やかな回復基調で推移

年の中小企業の出荷・売上高及び営業利益は、上昇と低下を繰り返す一進一退の動きがみられた

が、総じて緩やかな回復基調で推移した。

（出荷・売上高は、一進一退ながら回復基調で推移）

大阪府内の中小企業の出荷・売上高ＤＩ（前期比増

加企業割合－同減少企業割合、季節調整値）は、新型

コロナウイルス感染症の影響が大きい 年 ～ 月

期以降、持ち直して推移してきた。 年のＤＩは、

期によって上昇と低下を繰り返す一進一退の動きもみ

られたが、 ～ 月期は、前年同期の－ から－

へと ポイント上昇する回復基調で推移した。

規模別では、大企業、中小企業とも総じて同じ傾向

で推移したが、大企業は中小企業よりも高い水準で推

移した。大企業の ～ 月期のＤＩは へと前年

同期から ポイント上昇しプラスの水準で推移した

のに対し、中小企業の ～ 月期のⅮ は－ へと

ポイント上昇したもののマイナスの水準にとどま

り、中小企業は、大企業に比べるとやや厳しい水準で

推移した。

業種別では、製造業の ～ 月期のＤＩは－

へと ポイント下降したのに対し、非製造業の ～

月期のⅮ は－ へと ポイント上昇したが、

非製造業の水準は製造業より厳しい状況で推移した。

製造業、非製造業ともにマイナスの水準で推移したが、

製造業は ～ 月期に大きく下降し、非製造業は ～

月期に大きく下降する動きがみられた（図表 － －

）。

図表 － － 出荷・売上高 の推移（前期比、季節調整済み、大企業・中小企業別、製造業・非製造業別）

資料：大阪産業経済リサーチセンター『大阪府景気観測調査』

（注）出荷・売上高ＤＩは、「前期比増加」企業割合－「同減少」企業割合。季節調整値。
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第 節 中小企業の業況は、緩やかな回復基調で推移
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（中小企業の収益は、緩やかな回復傾向で推移）

大阪府内の中小企業の原材料価格ＤＩ（前期比上昇

企業割合－同下落企業割合）は、新型コロナウイルス

感染症の影響により 年 ～ 月期に－ で底と

なり、同年 ～ 月期にプラスの水準に転じた後は、一

貫して上昇の傾向で推移し、 年 ～ 月期の

から ～ 月期には へと高止まりで推移した。

製・商品単価ＤＩ（同）は、 年 ～ 月期に－

で底となった後は上昇し、 年 ～ 月期に

プラスの水準に転じた後も、 年 ～ 月期の

から ～ 月には へと上昇傾向で推移した。

営業利益判断ＤＩ（黒字企業割合―赤字企業割合：

季節調整値）は、 年 ～ 月期に－ で大きく

底となって以降、マイナスの水準ながら 年 ～

月期には－ まで持ち直し、 年 ～ 月期に

は－ に低下したものの、 ～ 月期には－ へ

と改善する動きで推移した（図表 － － ）。

業種別では、原材料価格ＤＩは、製造業、非製造業

とも 年 ～ 月期にその水準が大きく上昇し、

年 ～ 月期には、製造業が 、非製造業が

という高止まりとなった。これに伴い、製・商品単価

ＤＩも、 年の後半にプラスに転じ、総じて上昇傾

向で推移したが、原材料価格Ⅾ の水準までには至ら

なかった。営業利益判断ＤＩは、製造業、非製造業と

もに、赤字企業の割合が黒字企業の割合を上回るもの

の、 ～ 月期から ～ 月期にかけてマイナス幅が

縮小する傾向で推移した。同ＤＩは、製造業が非製造

業を上回る水準で推移し、製造業は、～ 月期の－

から ～ 月期には－ へと上昇（改善）し、非製

造業は、～ 月期の－ から ～ 月期には－

へと上昇（改善）し、総じて持ち直しの傾向で推移し

た（図表 － － ）。

図表 － － 中小企業の製・商品単価ＤＩ、原材料価格ＤＩ、営業利益判断ＤＩの推移

資料：大阪産業経済リサーチセンター『大阪府景気観測調査』

（注）製・商品単価ＤＩ、原材料価格ＤＩは、「前期比上昇」企業割合―「同下落」企業割合。

営業利益判断ＤＩは、「黒字」企業割合－「赤字」企業割合。

図表 － － 業種別の製・商品単価ＤＩ、原材料価格ＤＩ、営業利益判断ＤＩの推移
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業況は一進一退ながら持ち直したが、原材料価格や仕入単価の上昇が課題

年の中小企業の業況は、年初に低下して ～ 月期に上昇し、 ～ 月期以降は低下傾向の一進一退の動き

ながら、総じて持ち直しで推移した、業種では、製造業よりも非製造業で景況が改善する傾向がみられたが、「原

材料価格の上昇」や「材料価格の上昇」が大きな課題となったほか、「需要の停滞」も課題となった。

ここでは、「中小企業景況調査」（中小企業庁・独立

行政法人中小企業基盤整備機構・近畿経済産業局）の

結果をもとに、全国の中小企業の景況をみていく（※

近畿地域の結果が製造業と非製造業の二区分のため、本節では、

全国の結果をもとに、詳細な業種の動向をみていく）。

（業況は一進一退ながら、持ち直しの傾向で推移）

年の全国の中小企業の業況判断ＤＩは、 ～

月期に低下し ～ 月期に上昇したが、 ～ 月期以降

は低下傾向で推移する一進一退の動きがみられたが、

総じて持ち直す動きで推移した。近畿と大阪府も概ね

同様の動きで推移した。大阪府は、近畿を下回る水準

ではあるが、製造業と非製造業の水準や変化に大きな

違いがみられない状況で、一進一退ながら持ち直す動

きで推移した。（図表 － － ～ ）。

全国の業種別の業況判断ＤＩについて、製造業（全

体）は、 年 ～ 月期以降、－ →－ →－

→－ の横ばい傾向で推移した。製造業の各業

種は、年間を通してマイナスの水準で推移したが、マ

イナスの水準が大きいのは、「木材･木製品」「家具･装

備品」「印刷」といった市場の縮小などの構造的な課題

に直面している業種であった。また、 年 ～ 月

期から ～ 月期にかけてＤＩの変化幅が大きかっ

たのは、プラスの変化では「化学」「繊維工業」、マイ

ナの変化では「木材･木製品」「電気･情報通信機械･電

子部品」「機械器具」の各業種であった。

一方、非製造業（全体）の景況判断ＤＩは、 年

～ 月期以降、－ →－ →－ →－ と

～ 月期にかけて持ち直しの傾向で推移し、各業種

でみても持ち直した。非製造業の各業種は、年間を通

してほぼマイナスの水準で推移したが、マイナスの水

準が大きいのは「小売業」「飲食業」「対個人サービス

業」の各業種で、マイナスの水準が上記の業種よりも

小さいのは、「宿泊業」「情報通信･広告業」「建設業」

「対事業所サービス業」であった。また、 年 ～

月期から ～ 月期のＤＩの変化幅は、新型コロナウ

イルス感染症の大きな影響を受けた、消費者向けの「飲

食業」と「宿泊業」で大きかった（図表 － － ～ ）。

図表 － ― 中小企業景況調査（全国）の基調判断と中小企業の業況判断ＤＩの推移（全国・近畿・大阪府）

業況の基調判断（全国の就業企業の業況判断ＤＩ） 近畿のＤＩ 大阪府のＤＩ（製造業／非製造業）

年

月期 ２期ぶりに低下した。 （－ ） － （ ／ ）

月期 ２期ぶりに上昇した。 （－ ） － （ ／ ）

月期 ２期ぶりに低下した。 （－ ） － （ ／ ）

月期 ２期連続して低下した。（－ ） － （ ／ ）
資料：中小企業庁・独立行政法人中小企業基盤整備機構・近畿経済産業局『中小企業景況調査』

（注）業況判断ＤＩは、「好転」企業割合－「悪化」企業割合。

図表 － － 全国及び近畿の全産業・大阪府の全産業及び製造業と非製造業の景況判断ＤＩの推移

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

大阪府（全産業）

近畿（全産業）
全国（全産業）

大阪府製造業

大阪府非製造業

（月期）
（年）
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図表 － － 製造業（機械金属工業）の業況判断ＤＩの推移（全国、前期比季節調整値）

図表 － － 製造業（機械金属工業以外）の業況判断ＤＩの推移（全国、前期比季節調整値）

図表 － － 非製造業の業況判断ＤＩの推移（全国、前期比季節調整値）

資料：中小企業庁･独立行政法人中小企業基盤整備機構『中小企業景況調査』

（注）業況判断ＤＩは、「好転」企業割合－「悪化」企業割合。

～ ～ ～

～

～ ～ ～

～

～ ～ ～

～

～ ～ ～

～

鉄鋼・非鉄金属
輸送用機械器具

機械器具

金属製品

電気・情報通信機械・電子部品

（月期）
（年）

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

木材・木製品

食料品

印刷

パルプ・紙・紙加工品

窯業・土石製品

家具・装備品繊維工業

化学

（月期）
（年）

～ ～ ～

～

～ ～ ～ ～

～ ～ ～

～

～ ～ ～

～

対事業所サービス業

卸売業

宿泊業

対個人サービス業

小売業

情報通信・広告業
建設業

飲食業

（月期）
（年）
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（原材料価格や仕入単価の上昇が課題の上位に）

経営上の問題点は、前年同期に比べて、すべての

業種で原油高などを背景とする原材料価格や仕入単

価の上昇の割合が大きく増加し、その割合が期を追

う毎に上昇した。特に、建設業、製造業、卸売業で

その割合が高かった。次に大きな課題である「需要

の停滞」は、 年 ～ 月期以降、各業種で減少

する傾向がみられた。

上記の課題のほかに各業種にみられる課題は、製

造業では、「従業員の確保難」「生産設備の不足･老朽

化」のほか、 ～ 月期以降、「原材料費･人件費以外

の経費の増加」が上位 位以内の課題に浮上した。

建設業では、「従業員の確保難」が課題であるほか、

「熟練技術者の確保難」を課題と考える割合が、

～ ％程度ながら、 年 ～ 月期以降は上位 位

以内の課題に浮上した。需要の停滞では、民間需要

の停滞を課題と考える割合の減少幅が、官公需要を

上回って大きかった。

卸売業は、「需要の停滞」が他の業種よりも高いが、

一方で減少幅は大きかった。そのほか、「従業員の確

保難」、「人件費以外の経費の増加」、「販売単価の低

下･上昇難」の割合が ％前後あり、「人件費以外の

経費の増加」が課題の上位に浮上した。

小売業では、「需要の停滞」のほか、「消費者ニー

ズの変化への対応」、「購買力の他地域への流出」、

「大・中型店の進出による競争の激化」という課題

が引き続きみられた。

サービス業では、「需要の停滞」や「利用者ニーズ

の変化への対応」がやや高いが、その割合は前年同

期から減少した。このほか、「従業員の確保難」が前

年と同様に課題となったほか、「人件費以外の経費の

増加」が課題の上位に浮上した（図表 － － ）。

図表 － － 各期で直面している経営上の問題点の構成比と前年同期との差（ 年・全国）

業種
直面している経営上の問題点

（ 月期の割合の高い順）

経営上の問題点と考える割合（ 年） 前年同期との差（％）

月期 月期 月期 月期 月期 月期 月期 月期

製
造
業

原材料価格の上昇

需要の停滞

従業員の確保難

生産設備の不足・老朽化

原材料費･人件費以外の経費の増加

建
設
業

材料価格の上昇

従業員の確保難

官公需要の停滞

熟練技術者の確保難

民間需要の停滞

卸
売
業

仕入単価の上昇

需要の停滞

従業員の確保難

人件費以外の経費の増加

販売単価の低下・上昇難

小
売
業

仕入単価の上昇

需要の停滞

消費者ニーズの変化への対応

購買力の他地域への流出

大・中型店の進出による競争の激化

サ
ー
ビ
ス
業

材料等仕入単価の上昇

需要の停滞

利用者ニーズの変化への対応

従業員の確保難

人件費以外の経費の増加

資料：中小企業庁･独立行政法人中小企業基盤整備機構『中小企業景況調査』

注：経営上の問題点と考える割合と前年同期との差の空欄は、前年及び当該年の四半期に上位５位の課題でなかったことを示す。

（府内の中小企業は、価格高騰が景況や収益を悪化）

以下では近畿と府内の企業の景況の動きをみてい

く。まず、近畿地区の動向として全国企業短期経済

観測調査の業況判断の水準と年間の推移をみていく。

製造業の ～ 月期から ～ 月期にかけての年間

の変化は、素材と加工の両業種ともに下降の傾向が

みられた。 ～ 月期のプラスの水準が大きいのは、

鉄鋼、はん用･生産用･業務用機械、非鉄金属、化学、

石油･石炭製品などで、マイナスの水準が大きいのは、

輸送用機械、窯業･土石製品、木材･木製品、食料品、

紙･パルプ、繊維などであった。年間の推移が下降傾

向の業種が多かったなか、繊維と食料品は上昇した。

非製造業の ～ 月期から ～ 月期にかけての変

化は、全体では上昇の傾向がみられ、業況判断水準

が、マイナスからプラスに転じた業種やプラスの幅

が拡大した業種が多かった。 ～ 月期のプラスの
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水準が大きいのは、物品賃貸、対個人サービス、情

報通信、対事業所サービス、不動産、建設、運輸･

郵便、卸売で、マイナスの水準であったのは小売の

みであった。年間の推移は上昇した業種が多かった

が、不動産は下降した。製造業に比べると非製造業

で景況が改善する傾向がみられた（図表 － － ）。

図表 － － 全国企業短期経済観測調査（近畿地区）業況判断の推移（「良い」－「悪い」）

業種・規模
年（％ポイント） 年（％ポイント） 年 月期

から 月期の変化月 月 月 月 月 月 月 月

製造業

製造業（素材業種）

繊維

木材・木製品

紙・パルプ

化学

石油・石炭製品

窯業・土石製品

鉄鋼

非鉄金属

製造業（加工業種）

食料品

金属製品

はん用･生産用･業務用機械

電気機械

輸送用機械

中小企業（製造業）

非製造業

建設

不動産

物品賃貸

卸売

小売

運輸･郵便

情報通信

対事業所サービス

対個人サービス

宿泊･飲食サービス

中小企業（非製造業）

中小企業（全産業）

資料：日本銀行大阪支店

次に、大阪府中小企業団体中央会が毎月公表して

いる「府内中小企業の景況（大阪府中央会情報連絡

員報告）」の推移から、中小企業の動きをみていく。

年の当初は、オミクロン株の感染拡大に伴い、

まん延防止等重点措置の影響がみられ、業種によっ

て厳しい状況がみられた。また、年間を通して原材

料や原油の価格、運送費などが高騰する一方、価格

転嫁が困難な状況がみられたほか、原材料や商材の

不足などの影響により、収益が悪化した業種が多か

った。景況に改善の兆しがみられたのは一部の業種

にとどまり、各業種の景況は、厳しい状況が続き、

構造的な経営課題が景況悪化に影響した。以下では、

主な業種の年間の変化傾向をみていく。

製造業は、年間を通して厳しい景況と収益の状況

で推移した業種が多かったが、鍛造業は比較的好調

に推移し、産業機械用、土木建設機械用、自動車用

などの生産量が前年を上回って推移した。しかし、

半導体や部品が不足する影響により、生産の先行き

不透明感や材料費・燃料費の高騰等による収益悪化

も懸念された。木材加工業は、ＤＩＹやリノベーシ

ョンなどが売上の増加に寄与した一方、地政学リス

クを背景とする木材の調達難も懸念された。シール

印刷業は、行動制限の解除を受けて、食品向けのラ

ベルの需要が比較的堅調に推移したが、一方で、販

売価格への転嫁が困難な状況がみられた。石鹸洗剤

製造業は、コロナ禍による衛生関連品（手洗用液体

石鹸、酵素的漂白剤）が反動減となった一方、台所

用や住宅家具用などの合成洗剤、浴用固形、洗顔･

ボディ用身体洗剤、手洗用液体洗剤などが平年並み

に戻る状況もみられた。

非製造業では、電気機器卸売業が、販売単価の上

昇や発注依頼の増加により、売上が増加し粗利益率

が好転した。半導体不足等による供給不足の影響で

業績の伸びが抑制される面もみられたが、総じて価

格転嫁が進展し、増収･増益の基調となった。地質調

査業も比較的好調な安定した景況を維持したが、ボ

ーリング作業の発注業者が見つからない課題がみら

れた。警備業は、大型イベント等が少しずつ復活し
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たことや高速道路の集中工事警備業務の受注などを

背景に売上げが増加した一方、慢性的な人材不足が

課題になった。建設業では、 件当りの金額が増加

しているものの、半導体不足の影響により、電気関

係の商品、原材料、建築資材等の入手が困難になり、

受注件数が少なくなる状況がみられた。貨物運送業

は、引越件数が増加したが、価格競争による単価の

下落や燃料費高騰の影響で収益状況は悪化した（図

表 － － ）。

景況は業種によって差がみられるが、総じて、価

格や経費が高騰する一方、価格転嫁が困難な状況が

みられ、景況が比較的好調に推移している業種にあ

っても、収益の悪化がみられた。業種別では、製造

業よりも非製造業で景況が改善する傾向みられたが、

底堅い傾向とはいえず、年末においても材料等の不

足や単価の上昇などが懸念された。

図表 － － 「府内中小企業の景況（大阪府中央会情報連絡員報告）」の推移（「好転」－「悪化」）

資料：大阪府中小企業団体中央会「（大阪府中央会情報連絡員報告）府内中小企業の景況 年 月～ 年 月」

年 月 月 月 月 月 月 年 月 月 月 月 月 月

非製造業

製造業
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（
注
）
1
.
大
型
小
売
店
販
売
額
の
前
年
比
は
全
店
ベ
ー
ス
。

　
　
　
2
.
現
金
給
与
総
額
は
調
査
産
業
計
。
賃
金
指
数
は
2
0
2
0
年
=
1
0
0
。
事
業
所
規
模
3
0
人
以
上
分
。
年
は
年
平
均
。
四
半
期
の
実
額
は
、
3
ヶ
月
の
平
均
（
大
阪
産
業
経
済
リ
サ
ー
チ
＆
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
算
出
）
。

　
　
　
3
.
新
車
販
売
台
数
は
ナ
ン
バ
ー
ベ
ー
ス
。

百
 
貨
 
店

ス
ー
パ
ー

実
　
　
額

実
　
　
額

資
料
：
近
畿
経
済
産
業
局
「
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
販
売
状
況
」
。
大
阪
府
統
計
課
｢
毎
月
勤
労
統
計
調
査
地
方
調
査
」
、
厚
生
労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
。
(
一
社
)
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
。
(
一
社
)
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
。

　
　
　
経
済
産
業
省
｢
商
業
動
態
統
計
」
。

主要経済指標主要経済指標主要経済指標主要経済指標
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資
料
：
国
土
交
通
省
「
建
築
着
工
統
計
」
。
西
日
本
建
設
業
保
証
(
株
)
「
公
共
工
事
前
払
金
保
証
統
計
」
。
大
阪
税
関
、
財
務
省
「
貿
易
統
計
」
。

　
　
　
2
.
利
用
関
係
別
新
設
住
宅
着
工
戸
数
(
大
阪
府
)
の
う
ち
、
「
給
与
住
宅
」
は
省
略
。

（
注
）
1
.
非
居
住
用
建
築
物
は
、
農
林
水
産
業
用
、
鉱
業
、
建
設
業
用
、
製
造
業
用
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
用
、
情
報
通
信
業
用
、
運
輸
業
用
、
卸
売
・
小
売
業
用
、
金
融
・
保
険
業
用
、
不
動
産
業
用
、
飲
食
店
、
宿
泊
業
用
、

　
　
　
　
医
療
、
福
祉
用
、
教
育
、
学
習
支
援
業
用
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業
用
、
公
務
用
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
の
合
計
。

総
　
　
計

請
 
負
 
金
 
額

金
　
　
額

金
　
　
額

金
　
　
額

金
　
　
額

総
　
　
計

持
　
家

貸
　
家

分
譲
住
宅

総
　
　
計

総
　
　
計
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